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序

本演習林 は十勝國西足寄町にあ り、利別川の西岸に位 し、面積約3000ha,最

高地!粘460m,概 観的に見る と、十勝平野 に近い 山岳地方山麓幣の漢谷に面せる

丘陵林である。本林は もと仙美利軍馬補充部用地 を大藏省保管 とな り、その一部

が昭和24年2月 に文部省に移管 となつた もので ある。全山廣葉樹林で、林床

は放牧の影響 を受け、林木は終戦近 く軍馬補充部で一部伐探、また戦後は管財部

がかな うの良材 を伐探 してい ろので、原始型 をととの えた森林はまずない と見て

よいだろ う。從つて原始景観はほ とん ど豫測 を許 されるに過 ぎないが、植生連綾

の上から見る と興味深 い天然林がまだい たるところに存在 している。

本報告は昭和26年7月22日 か ら7月28日 の7日 間、演習林各所を踏

査せる結果で あり、これに 本演習林観察の便宜上か ら利 別川の河眸林 を加 えた

ものである。本報を草するに際 し、種 々援助を與 えられた九州大學農學部井上由

扶教授 に深厚 なる謝 意を表すると共に、實地調査 に際 し、助力を與 えられた九大

北海道演習林前事務所長 稻吉克明、西澤正久、河野啓柔の三氏を始め、終始行

を共にせる遠藤泰造、高倉和夫両 君に 深厚な る謝意 を表 し、種 々調査 に便宜 を

計 られた足寄管林署長中村新一郎氏に深謝する。

昭和27年3月31日

舘 脇 操



調 査 日 程

7月21日:足 寄 着。 打 合 。

7月22日:宿 舎 附近 の雑 草 、第1林 班 の オ ニグノンミ林 、エ ゾヤマ ナ ラシ林 、

ミズ ナ ラ林 の植 生 と、路邊 過 放牧跡 地 な る オ カ トラノオ、 ヤ マ ドリゼ ンマ

イ、エ ゾイチ ゴ な どの聚落調 査 。

7月23日:足 寄 ～上利 別 間 の利 別 川流 域 、愛 冠苗 畑 の雑 草 、第8林 班 造林

地 調査。

7月24日:第4,第5,第7林 班 調査;民 有林 に て ヤ チダモ林 、第4林

班 にて エ ゾヤマナ ラシ林 、第7林 班 にて ミズ ナ ラ林 、ダ ケカ ンバ林 の帯状 区

を とる。

7月25日:下 ワシ ツプ川 と上 ワシ ツブ分水 開 拓道路 を植坂 との境界 に至 り、

上 ワシ ツプ左股 の上流 に 下 り、 上 ワシ ツプ宿 舎。

7月26日:上 ワシ ツプ第23林 班 の下 部か ら第23,第22林 班 とベ ラボ ナ
●

3第24,第25林 班 界 との 分水嶺 を踏 査 し、ベ ラボナイ 川 中の 澤 を下 り、

上 ワシ ツプ宿舎 。

7月27日:ベ ラボナイ 川右股 第28林 班より 林班 界401.5m,第29林 班 と

第30林 班 との林 班界 を経 て第29林 班 に下 り、第24,第23林 班 を経 て

上 ワシ ツプに至 る。

7月28日:下 愛冠 川 左股 、 中 ノ澤 開拓 道路 を稜線 林 班界 ま で を トラック に

よ り調 査。 右股 第15林 班 、第14林 班 の澤沿 を踏 査 して 、足寄 に蹄 る。

7月29日 ～30日:足 寄 に て資 料整 理。



1.植 生 概 況

本 演習林 地 域 内 の群落基 準型 は ミズナ ラー ミヤコザサ類 基群 叢で あ るが 、 この原

始型 を もつ た と ころは既 に述べ た よ うに殆 ど見 當 らず 、原始林 に対し ては推 定資 料 が

残存 してい る に過 ぎ ない と)つ た 方が 適當 で あ ろ う。 しか し山 火 に ょり、エ ブヤマナ

ラシ林 もあ り、カ シ ワ林 もあ り、ヤエ ガ ワカ ンバ の多 い林 分 もあ う、時 に草原 もあ り、

また擇伐 あるいは 間伐 に より、林 地 に種 々な変化 が あ る。林 床 は原 生的 には主 として

笹類 が優 占 す るが 、現 在 では伐 探ま た は放 牧 に よつて 、乱雑 にな つて い る と ころが 多

い。 そ して北斜 面 と南斜 面 と比較 す る と、南翁面 の 方 に陰樹 に富 む林 が見 られ勝 であ

るが 、これ は ひ とつ には季節 に よる山 火の影響 があ るので は な いか と も考 えられ る。

一般 に澤 沿 に な る と樹種 も増 加 し
、林床 の種類 も群 落 も複雑 にな る。樹種 を見 る と、時

には ドロノキ、オニグルミ 、アず ダ、オ ヒヨ ウ、ホ ウノ キ、キ タ コブシ 、ハルニレ 、ケ ヤマ

ハンノキ、エ ゾ ィタヤ、ヤチ ダモ な どが多 くな り、ま た ケ ヤマハンノキ を生 じ、時 には

カ ツ ラ や シナ ノキを生 じてい る。楊 柳林 は演習 林 で は極 めて狡 く渓畔 に生 じ、ナ ガバ

ヤ ナ ギや キヌ ヤナ ギが多 く、稀に トカ チ ヤナ ギ もあ らわれ る。 しか し利 別 川の流域 に

なる と ナガバ ヤナ ギと キヌヤ ナギの他 に エ ブヤナ ギ も相 當 あ らわ れ、 ド・ヤナ ギも

所 々に生 じ、トカ チヤナ ギ も時 々あ らわれ 、十勝地 方 東部本 來 の河眸林 の相貌 を示 し、

林 下 には エ ゾィ ラクサの多 い こと もあ り、 オウ ブキ の多い こと もあ り、 キタ ヨシ、

スグ類 の多 い こ と もある。

本 演習 林 に 芸い て 、林 内 に観 察区38,帯状区16を 設 け て調 査 した。 そ の結果 に よ り

森林 植物 群落 を次の如 くにわ けて記 述す る。 本研 究 には か な り廣範囲 にわた り、観察

区 にお い ては林 況 と林 床 の被度 とを 目測 し、ま た標 準地 と しては 代表 的林 分 を有す る

とこ ろに地 況 と林 況 に鷹 じて適當 の幣 駄区 を設 けた 。

Ⅱ.観 察 医 に よ る 植 生

A.丘 陵 林

1.ミ ズ ナ ラ 林

本演習林にゐける代表的 有用林木は ミズナ ラである。 しか も曾つては豊富 にその

資 源を有 し、林内到るところに優良林分 があつた のであるけれ ども、終戦期における

伐探 及び戦後における濫伐に よつ て、ミズナ ラ優 良林分は壊滅一 歩前にある。伐探 、

山火、放牧 によつ て、残存林地の植生 は複雑であるが、大體 次の如 くに わけることが

で きる。



i.ミ ズ ナ ラー ササ 基 群 叢

a.ミ ズ ナ ラ(幼 齢)一 サ サ基 群 叢

b.ミ ズ ナ ラ(老 齢)一サ サ 基 群 叢

i'1ミ ズ ナ ラー ヤマウルシ ー サ サ 基 群 叢

『
i".ミ ズ ナ ラー ア イ ヌ ミヤマ ザ サ 中 の ワ ラ ビ聚 落

ii・ ミズ ナ ラー エ ゾヤ マハギ 甚 群 叢

lll.ミ 二ズナ ラー ヤ マ ド リゼ ンマ イ基 群 叢

iv.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム ラサ キ ツ ツ ジ某 群 叢

a.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム ラサ キ ツ ツ ジ基 群 叢

b.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム ラサ キ ツ ツ ジー サ サ 群

iv'.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム ラサ キ ツ ツ ジー エ ゾヤ マハギ 群

iv".ミ ズ ナ ラー一ナ ツハゼ 群

V.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ヤ マ ナ ラ シーサ サ墓 群 叢

i.ミ ズ ナ ラーササ 墓 群 叢

a.ミ ズ ナ ラ(幼 齢)一 ア/ヌ ミヤ ・・ザ サ 基 群 叢

〔観 察 廣 〕(a)第1林 班(VII.22,1951)(No.3);(b)第1林 班(VII.22,

1951)(No.8)

(a)地點 は足寄 騨 の西 北2km飴 、高距300m,丘 陵 南斜 面傾 斜 角8。 の と ころに

あ り、樹 高8～10m,胸 高直径2～12cm(牛 均6cm)の ミズナ ラ幼 齢木 よ り成 る純

休で あ る。林床 には稈高60cmの アイヌ ミヤ コザ サが優 占 している 。

(b)地點 は(a)地點 の下 方 に あ り、高距200m,丘 陵 南面 、傾斜 角12。 の と ころ

に あ り、樹 高平 均8m,、 胸 高直径2～10(～16)cm,平 均8cmの ミズナ ラ幼齢木

より成 る純林 で、微 量 の シ ラカ ンバを混 じて い る。 林 床 に は稈高60cmの ア イヌ

ミヤ コザ サが優 占 し、若 干 の ホロ マ ンザサ を混 じてい る。 笹類以 外 の植 物 は極 めで

少 く、林 縁 の 一部 には ス ズ ラン、 ヤマ イヌ ワラビ(少)を 生 じていた。

以 上諸林 における 林 床植 物 の被度 は 次 の如 くで あ る。



(a)(b)を 比 較 す る と、(a)の 方 が余 計放牧 された跡 が見え る。

b.ミ ズ ナ ラ(老 齢)一 ア イヌ ミヤ コザサ 墓 群 叢

〔観 察廣 〕(a)第7林 班(VII.24,1951)(No.21);(b)第18林 班(VII・25,

1951)(No.23);(c)第29林 班(VIL27,1951)(No.38)

(a)地 織 は 愛冠 川左股 の最上部 鞍部 近 い稜 線390mに あ り、稈高50～60cmの

ア イヌ ミヤ コザ サが優 占す る。

(b)地 粘 は下 ワシ ツプ川 と上 ワシ ツプ川の 中間 山稜 ノ)尾根 上 、高距290mの と こ

ろに ある。林床 には アイヌ ミヤ コザ サがやゝ 多 く、その稈高10～25cm,夏 山放 牧 地

た りし と ころで あ る。 道路 を さ しは さみ 、道路より 下 部傾斜 角15c'の 方 を(b),道

路より 上部 傾 斜角10。 の方 を(b')と す る。若 干 のエ ゾヤ マハギ を生 ず る。

(C)地點 はペ ラボナ1川 と塩幌 川 との分 水嶺 、ベ ラボナ イ川の 右 股 に面 し、平坦 地

に近v・稜 線 に位 置 し、 高距380mの ところ にあ る。樹 高20～22m,胸 高 直径80～

100cmの ミズナ ラの旦 木 を散生 し、樹 高20m内 外 、胸 高直径50～70cmの ヤエ

ガ ワカ ンバ をわ ずか に混生 し、若干 の エ ゾヤマ ネ コヤナ ギ、 ダケカ ンバ、 ミズ ナ ラ、



イヌエ ンジユな ど も見 る。林床 には稈高80～100cmの ア イヌ ミヤ コザ サが優 占 し

てあ り、 かつ て冬 山牧匝 と して使 用 せ る と ころで ある。

以 上記 せ る諸林 の林 床植 物 とそ の被 度 を示 す と前頁表 の如 くにな る。

i1.ミ ズナ ラー ヤマ ウル シー エ ゾ ミヤコザサ 基群 叢

〔観 察区 〕 第25林 班 と第26林 班 界(VII.26,1951)(No.35)

ベ ラボナイ 川 左股 上流 左岸 、東斜 面 で、傾 斜角22。,高 距450mに あ る。 樹 高

23～24m,胸 高直径80～95cmの ミズナ ラの亘木 を散生 し、第 二 層に樹 高5～7m,

胸 高直径4～5cmの ヤ マウルシ(被 度4)が あ り、林 中に若干 の エ ゾカス ミザ ク ラや

セ ン ノキを混 生 して)・る。林床 には稈高60cm位 のエ ゾ ミヤコザサ が優 占 して、 ヤ

マ ドリぜ ンマ イ、 ヤ マ ブキ シ ヨウマをわ ずか に散生 す る。 この群 落 は この部 分 で し

か観察 しなか つ た。

i".ミ ズナ ラ(老 齢)一 アイヌ ミヤ コザ サ基群 叢 中 の ワラ ビ聚 落

〔観察 塵 〕17林 班(VII.25,1951)(No.22)

ワシ ツプ川 と愛 冠川 の 中間稜 線 、高距280mに あb、 樹 高18～20m,胸 高 直径

60～66cmの ミズナ ラが散生 し、 ミズナ ラー ア イヌ ミヤコザサ 基 群叢 な りし ところ

に過放 牧 が行 われ た と ころで 、現在 ワ ラビの被 度 は2～3で あ る。

ii.ミ ズ ナ ラー ゾヤマハギ ー ササ基群 叢

〔襯察 麗 〕(a)第6林 班(VII.24,1951)(No.16);(b)第7林 班(VII.

24,1951)(No.18)

本 墓群叢 を基 群叢 と して認 めるの に は、(a)の 如 く エ ゾヤ マハ ギ の 少 い もの もあ

るが 、そ の相観 が この 基群 叢 に入 るので 、 こ こに挿 入 て必 く。

(a)地點 は愛冠 川 と ワシ ップ 川 との間 に あ る稜 線340mの と ころに あ り、胸 高

直径20～60cmの ミズ ナ ラ より成 り、若干 の ヤエ ガ ワカ ンバ を混 じている 。林 床 に

は エ ブ ミヤ コザ サ が 優 占 し、高 さ2～4mの エ ブヤマハギ を件 い、 ミズナ ラには ミ

ヤマ ノ キシ ノ ブが群 生 し て着生 す る ことが あ る。

(b)地點 は(a)地點 の少 し く上部 、高距 約380mの と 乙うに ある。 アイヌ ミヤ

コザサが優 占 し、高 さ2～4mの ・エ ゾヤ マハギ を件 つ て いる。



iii.ミ ズ ナ ラー ヤ マ ド リぜ ン マ イ基 群 叢

〔観 察区 〕(a)第6林 班(vii.24,1951)No.17);(b)第6林 班

(VII.24,1951)(No.16)

(a)地點 は愛冠 川 と ワシ ツプ川 との 問 にあ る稜 線 上370mに 存在 し、地形 は 大 艦

平 坦 で あ る。 ミズ ナ ラの樹 高22m,胸 高 直径30～60cmで 、林 床は もとサ ずの優 占

せ し とこ ろを、現在 は ヤ マ ドリゼ ンマ イ が 優 占 し、明か な過 放牧跡 地 の群 落相 を呈

して い る。

(b)地點 は愛冠 川 と ワシ ツプ川 との 間にあ る稜 線 上 に存 在 す る 前記観 察区(1.ii.

b)ミ ズナ ラー エ ゾヤマハギ ー サ サ基 群叢 に接 して観察 された もの で ある。林 相 は全

く同様 で 、林 床植 物 の被 度は 次 の如 くで あ る。



た ビし(b)の 方 は 聚 落的 なの で 、(a)と は種 類 を比較 する こ とは で きず 、(b)は

(a)に 附加 的 に考慮 すべ きで ある.

iv.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム.ラサ キ ツ ツ ジ墓 群叢

本墓群叢は ミズナ ラ林 としては異色 ある群落型で、表土の深 くない急斜地に多い。

地形の關係か ら放牧の影響 もうけず、戦後 も伐探 をまぬかれた地點 が多い。演習林 内

では次の地點 にこれが見 られ る。

以 上 の うち 上 ワシ ツプ川 上流 において 林 床 に ササの優 占す る ところ と 然 らざ る と

ころに帯状 区 〔a〕(ミ ズ ナ ラー エ ゾム ラサ キ ツ ツジ基 群叢);〔b〕(ミ ズナ ラー エ ゾ

ム ラサ キ ツツジー エ ゾ ミヤ コザ サ群)を 設 定 し
、 なお観 察区2(a)(b)を とつた。

そ の結 果 は 次 の如 くで あ る。

〔観 察嘔 〕(a)第23林 班(VII.26,1951)(No.31);(b)第22林 班 と 第24

林班 界 附近(VII.26,1951)(No.33)

(a)は 上 ワシ ツプ川 の西 北2km,上 ワシ ップ川 と ベ ラボナイ 川 との分 水嶺 の 東稜

で・ 高距310mの ところに あ り、樹 高10m前 後、胸 高 直径25～37cmの ミズ ナ

ラが散生 し、林 下 には高 さ2～3mの エ ゾムラサキ ツツ ジが優勢 で あ る。

(b)は 上 ワシ ツプ川の 西北4km,上 ワシ ツプ川 とベ ラボ ナ6川 との分 水嶺 、高距

約400m,西 南面 の傾斜 地 で傾斜 角20。 の とこるに ある。樹 高18m,胸 高 直径 約35

cmの シ ラカ ンバ をわ ずか に生 じてい る。 林 下 には 高 さ 約2Mの エ ゾムラサキ ツ ツ

ジが優 勢 で あ り、林 床 には稈高30cmの アイ ヌ ミヤ コザ サが多い 。



iv'.ミ ズ ナ ラー エ ゾ ム ラテ キ ツ ツ ジー エ ブ ヤ マハギ 群

〔観 測 区〕(a)第23林 班(VII.26,1951)(No.29);(b)同 上

(VII.26,1951)(No.30)

ここに観 察 した もの は ミズ ナ ラー エ ブムラサキ ツ ツジ墓 群叢 が地表 火を うけ て、エ

ゾムラサキ ツツジが減退 しつゝ あ る群 落で ある。

(a)は 上 ワシ ツプ川 と利 別 川 との合流 織 か ら 西北2.3km,上 ワシ ツプ川の左岸 、

A"4ラボナイ 川 との分 水嶺 近 き南 向の斜 面で 、傾 斜角36',高 距300mの と ころ に あ

る。林 床 は地 表 火 の影響 を受けて 高 さ1m前 後、葉 は一般 に大 形 の エ ゾヤマハギ が

優 占 し、若 干 の エ ブムラサキ ツ ツジの茄 芽 が ある。

(b)は(a)に 接 す る幼齢 林 で 、同 じ く輕 い地表 火 の影響 を受 けた と ころで、樹 高

7～8(～12)m,胸 高 直径(2～)6～10cmの ミズナ ラ林 で 、林 床 には高 さ1～2mの

エ ブヤマハギ が多 く、澤近 くには エ ブム ラサ キ ツ ツヅの短 い萠芽 が あ り、灌木 暦 には

若 干 の ナ ツハ ゼ を混 じている。



iv".ミ ズ ナ ラ ー ナ ツハゼ 群

〔観察 区〕 第28林 班(VII.27,1951)(No.36)

ベ ラボナイ 川 と塩 幌川 の分 水嶺 南部 、南 々西斜面 で傾斜 角240,高 距360mの と

こ ろで ある。 胸 高直径60cm前 後 の ミズナ ラが散生 していた とこ ろを亘 木 を擇伐 、

現在 で は 樹 高 平 均10m,胸 高5～16cmの ミズナ ラが か な り密 生 し、 この群 落の 前

後 には ミズナ ラー エ ゾムラサキ ツ ツジー アイ ヌ ミヤ コザ サ 基群 叢 が展開 し てい る。

林 下 の灌木 層 には被 度(2～3)の ナ ツハゼ が優 占 し、 ノ リウツギ、エ ゾムラサキ ツツ

ジ、ノサ ヒ リノ キを件 い 、次 の如 き被 度 を有 す る林 床植 物 を有 して い る。

v.ミ ズ ナ ラ ェ ゾ ヤ マ ナ ラ シー エ ゾ ミヤコザサ 基 群 叢

〔観 察区 〕 第23と 林班 と第24林 班 との林 班 界附近(VII.26,1951)(No.32)

上 ワシ ツプ川 と利別 川 との合流點より 西北3.7km,上 ワシ ツプ川 と ベ ラボ ナ イ川

との分水 嶺 、 高距420m附 近 に あ り、樹 高6～8m,胸 高直径10～20cmの ミズ ナ

ラとエ ゾヤマナラシ との混交 林 で ある。林 床 には稈高60cmの エ ブ ミヤコザサ が断

然 優 占 し、次 の被 度 を有 す る植物 をわ ずか に散 生 す るのみ で ある。

2.エ ゾ ヤ マ ナ ラ シ

北海 道の 山 火後の二 次林 として普通 に純林 をなす の は シ ラカ ンバ 、カ シ ワ、エ ゾヤ

マナ ラシが代 表 的 な もので 、時 に ダ ケカ ンバや ヒロハ ノキハダ が ある。本演 習林 で 山

火 後の二 次林 と してやゝ 純 林 を な してい るのは エ ブヤマナ ラシで あ る。

i.エ ブヤ マナ ラシー ササ 墓群i叢

〔観察 区〕(a)第1林 班(VII.22,1951)(No.2);(b)第4林 班 、(VII.24,

1951)(No.14);(c)第19林 班(VII.25,1951)(N()■24);(d)同 上

(No.26);(e)同(No.27)



植 物 名

ア イ ヌ ミ ヤ コ ザ サ

エ ゾ ミ ヤ コ ザ サ

ヒ カ ゲ ス ゲ

オ カ ト ラ ノ オ

ワ ラ ビ

エ ゾ ア キ カ ラ マ ッ

エ ゾ イ チ ゴ

ア ヤ メ

ク サ レ ダ マ

エ ゾ ク マ イ チ ゴ

ヤ マ ブ ド ウ

ヤ マ ド リ ゼ ン マ イ

ミ ツ バ ツ チ グ リ

マ ル バ サ イ コ

ッ リ ガ ネ ニ ン ジ ン

カ ラ フ ト バ ラ

キ ジ カ ク シ

ヤ マ ノ、 ツ カ

イ ワ ノ ガ リ ヤ ス

ェ ゾ ・ヨ モ ギ

ェ ゾ カ ン ゾ ウ

ス ズ ラ ン

オ オ ア マ ド コ ロ

キ ク ム グ ラ

ク ル マ ユ リ

ツ マ ト リ ソ ウ

ア オ ス ゲ

セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ

マ イ ズ ル ソ ウ

オ オ ブ キ

ミ ヤ マ ス ミ レ

キ ク ム グ ラ



足 寄羅 の 西北2.7km,高 距300m,丘 陵 東斜 面傾斜 角5。 の と ころに あ り、樹 高

2～6m(平 均3.5m),胸 高 直径2～10cm(3.5cm前 後の もの 多 し)の エ ゾ ヤマ ナ

ラシが 殆 ど純林 を構 成 してい る。林床 には稈高30～40cmの ア/ヌ ミヤ コザ サが 優

占 してい る。

(b)は 愛冠 川 左股 上流右 岸 高距320m,東 斜面 にあ り、樹』高平 均8m,胸 高 直径

4～10cmの エ ゾヤマナラシ が かなり 密生 した幼齢林 で、林木 が密 なるた め、馬は鯨

り入 らず 、前者 と比較 す る とその差 が 見 られる で あ ろ う。

(c)は 下 ワシ ツプ 川 と上 ワシ ツブ川の 中間 稜線 のやゝ 廣い 尾根 上、 高距約400m

の ところに あ り、樹 高10～13m,胸 高直径10～18cmの エ ゾヤマナ ラシを主 と し、

約20%の ミズナ ラと、若干 の イヌエ ンジユ 、エゾイ タヤ、シ ラカ ンバ を混生 す る。

林床 に は稈高60～80cmの アイ ヌ ミヤコザサ が 優 占す る。

(d)は 前記(c)に つY'き 、高 距400mぐ らい にあ り、樹 高12～15m,胸 高直径

9～15cmの エ ゾヤマナ ラシを主 と し、30%の シ ラカ ンバ(樹 高12～15m,胸 高 直

脛15～20cm)を 混 じ、イヌエ ン ジユ 、ヒロハ ノキハダ 、エ ゾィタヤな ど合 して20%

を混生 す る と ころで ある。

(e)は 前記(d)に つY'き 、高 距390mに あ り、エ ゾヤマ ナ ラシ 林 中に イヌエ ン

ジユの多い とこ ろで30%と 目算 され 、シ ラカ ンバ 、エ ゾイ タヤを混 生 して い る。

林 床 に は アイヌ ミヤコザサ が多 い。

前頁 の表 を見 る と、(a)にts.tr,て は オカ トラ ノオ、ワ ラビの多 き、また イチ ゴ類 の

少か らぬ こ とな ど、過 放牧 に近い 放牧林 野 の特性 を あ らわ し てい る。(c)(d)(e)は

(a)(b)に くらべ る と老齢 で 、從 つ て 陰 地植 物 の多 い こ とも この前表 により 明 かで

あろ う。

ii.エ ゾヤマナラシ ー ヤマ ドリゼ ンマ イ基群 叢

〔観 察匪 〕 第14林 班 と第19林 班 との林班 界(VII.25,1951)(No.25)

前記(2.i.c)エ ゾヤマナ ラシー アイ ヌ ミヤコザサ 基 群叢 に つY'く と ころで林 況 は

殆 ど同一 で あ るが 、た だ過 放 牧 の ため に ヤ マ ドリゼ ンマイ が多 くなつた と ころで あ

る。林 床 には 高 さ30cmの ヤ マ ドリゼ ンマ イが優 占 し、次 の被度 を有す る植 物 を件

つ てい るo



エ ゾアキカ ラマ ツ、ス ズ ランの多 い こ とも注 目 して よ く、なお ミズ ナ ラの樹 幹 には

ミャ マ ノキ シ ノブを生 じてい る。

なゐ 前記(2.i.a)エ ゾヤマナ ラシー アイヌ ミヤ コザ サ墓 群叢 において 、既 に 過 放

牧 の現象 の あ らわれ た と ころ と して、ヤ マ ドリぜ ンマ イの多 い ところが あつたが 、そ

の 部分 の林床 植物 の被 度 は次 の如 くで ある。

3.カ シ ワ 林

十勝高原の平坦地形 においては、カシ ワ林 は極 めて普通 に見 られるが、本演習林で

は第7林 班上部傾斜 のゆるやかな稜線又は稜線近 くに代表的なものを見るに過 ぎな

い。 ここでは 第11林 班 のカシ ワ林 と、十勝で よく見 られるカシ ワー草本某群叢の

一 として、下愛冠附近の例を附記 してお く。

i.カ シ ワー ア/ヌ ミヤ コザサ 基 群 叢

〔観察 区 〕(a)第11林 班(VII.24,1951)(No.19);(b)第7林 班

(VII.24,1951)(No.20)

オ ケ ト澤 と ワシ ツブ澤 との 山稜400mの と乙うに あ り、カ シ ワは胸 高直径28～

38cm,平 均30cmで ある。 林床 には稈高0.8mの アイ ヌ ミヤコザサ が 優 占 して

い る。

(b)地點 は(a)地 粘 に近 くあ り、高距390mの 稜 線上 に あ り、程 高60～80cm



の アイ ヌ ミヤ コザ サが優 占 してい る。

雨林 の林 床植物 を あげ てみ る と次 の如 くにな る。

4.シ ラ カ ン バ 林

シ ラカ ンバ林 は 北海 道 において 山火 後の 二次林 と して 所 々に これ を見 るので あ る

が 、本演 習林 におい て は極 め て稀 で ある。 なお ダ ケカ ンバ林 は これ を 見なかつた ・

5.ウ ダ イ カ ン バ 林

これは ウダイ カ ンバの純林 とい うの ではな く、ウダイ カ ンバ の多 い部 分林 で 、林 床

植 生 も他 と異 なるので 、ひ とつ の林型 と して参考 にまで記 す ので あ る。 この林分 は河

野 氏 に よる と、本演 習林 で は上 ワシ ツプ川左股19林 班 北斜 面(330～360m)附 近 に

見 られ るのみ で 、帯 状 区 はその うちで も代表 的 な とこ ろに設定 した。

6.ヤ エ ガ ワ カ ン バ 林

i.ヤ エ ガ ワカ ンバー エ ゾ ミヤ コザ サ某 群 叢

本演 習林 内に ヤエ ガ ワカ ンバ林 は 見 られ、ないが 、ヤエ ガ ワカ ンバ は分 布 上興 味 あ る

もので 、個體 的 に は本 演 習林 に も産 す るので 、ここに記 してお く。 ヤエ ガ ワカ ンバ林

は もと芽 登 坂 を中心 と して よく発 達 してい たが 、不 幸薪 炭源 と して伐探 され 、今 は聚

落 程度 の もの しか残 つ て いない。

〔観 察区 〕(a)芽 登坂(VII.24,1951)(No.11);(b)同(Ⅵ1.24,1951)(No・12)

地點 は足 寄騨 の西 南1.5km,高 距200m,芽 登 坂 の中頃 、 東斜 面、傾 斜角 約12。

の とこ るに あ り、樹高最 大12m,平 均 約10m,胸 高直径2～15cm,平 均(7～8)cm

の ヤエ ガ ワカ ンバ の聚落 で 、そ の 面積 は 長 さ20m,幅15mあ る。 中に若 干 の カ シ

ワを混 じ、 カシ ワの樹 高 は 卒 均6m,胸 高直径 は2～15cm,平 均7cmあ る。 なお

エ ゾ ノヤ マ ネコ ヤナ ギの径6cmの 折 損木 が 一本 あつた 。



(b)地點 は 前者 よ りやゝ 上部 に位 し、南 斜 面 で、傾斜 角15。,長 さ10m,幅10m

ぐ らvの 地 域 間 にあ る聚落 で ある。 ヤエ ガ ワカ ンバ は 樹 高7～8m,胸 高 直径 約10

cmで 、樹 高7～8m,胸 高直径10cmの エ ゾイ タ ヤ もあ り、樹 高平均12m,胸 高 直穫

5～6cm(2～12cm)の カ シ ワが 若干 ある。

(a)(b)聚 落 と も林 床 には アイ ヌ ミヤコザサ が 優占 している が、(b)に は 高 さ1

mの エ ゾヤ マハギ が ある。両者 林床 植物 の 被度 を示 す と次 の 如 くで ある。

7.ヤ チ ダ モ 林

i.ヤ チ ダ モー エ ブ ミヤコザサ 基 群 叢

北海 道 において ヤ チダモ の特 殊 な純 林 が 比較 的李 な尾根 また は極 めて緩傾 斜 の 山

腹 に獲達 す る こ とが あ る。 前者 は勿 論風 衝地 で な く、鞍 部様 の凹地 か 、ダノレミ状 の地

形 に 見るので ある。本演 習林 の林縁 近 くに もこれ を見 る 乙 とが で き るが 、開 拓 のた め

い つか は姿 を渡す る か も しれ ないの で 、簡単な記 録 を と ビめ て必 く。

〔観察 区 〕 南 西部林 縁近 きと ころ(VII.24,1951)(No.13)

芽 登 坂上 、北西 の稜 線 上 、本演 習林 南西 部林 縁 に近 い とこ ろに あb、 高距360m,

台地 上の純林 で 、若干 の ヤ チハンノキ を混 じている 。林 床 に は稈高30・-40cmの エ

ブ ミヤ コザ サが 多 く、次 の如 き被 度 を有 す る植 物 を件つ て い る。

この林 床植 物 は滋 地 性 の もの と他 の要 素 とを混 生 し、林 地が 灘潤性 に傾 い てい るの

を示 し、かつ エ ゾ ミヤコザサ の稈高 の低 い こ と、キン ミズ ヒキの多い ことは相 當 の放

牧 を していた ことを物 語 つ てい る。



B.渓畔 林

渓畔林 として純 林は 見 出 し得 ない。流 畔 に沿 うて は ナ ガバ ヤナ ギが最 も多 く、若 干

の キヌヤ ナ ギを混 じ、渓畔 におい て時 に ネコヤ ナ ギ、稀 にオ オバ ヤナ ギを見 る こ と も

あ る。 多 い樹 種 としては 、ケヤ マハンノキ 、ハルニレ 、ヤチダ モ、カ ツ ラ、ヒロノ・ノ キノ・

タ㍉オニグルミ な どが あ る。

これ らの林 中 に むい て、代 表的 な林 分 は殆 ξ現在 まで に擇伐 を受 け、標 準地 設定 に

困難 を來 した が 、澤 の上流 に あけ る渓畔 林 、アず ダの純度 高い部 分、・ソレニ レの多 い部

分 を とり、な必 オ ニグノンミ幼齢 林 の聚落 に帯状 区 や観察 匠 をとつた。

1.ケ ヤ マハンノキ 林

i.ケ ヤ マハンノキ ー ス ゲ基 群叢

〔観察 区〕 第23林 班(VII.26,1951)(No.28)

上 ワシ ツプ川 と利 別川 の合流識 か ら北西2.2km,上 ワシ ツプ川の左 岸 、高距280m,

崖 下 の凹地 で 南 斜面 、傾斜 角200の ところに ある。樹 高10～20m,胸 高 直径10～

12cmの ケヤマハンノキ が 殆 ど純林 をな してい る。林 床植 物 は ケ ヤvハンノキ 林 と

して は典型 的 な もので ない が、この地點 にあ ける被度 は次の 如 くで あ る。



2.アサ ダ 林

i.ア サ ダー ア イ ヌ ミヤ コザ ナ墓 群 叢

〔観 察 瞳〕 第25林 班(VII.26,1951)(No.34)

ベラボ ナイ 川左股 上流 の澤 頭 、北 東斜 面 で 、傾 斜 角250,高 距430mの と ころで

ある。 長 さ100m,幅80mの 小地積 に生 ぜ る アサ ダの純 林で 、アサ ダは 樹 高23m,

胸 高直径25～35cmのE木 か ら成 つ てい る。灌 木 と して は 高 さ4mの ノ リウ ツギ

を散生 し、林 床 に は稈高60cmの ア イヌ ミヤコザサ が優 占す る。

3.オ ニグルミ 林(オ ニグルミ 聚落)

〔観 察旺 〕 第1林 班(VII.22,1951)(No.1)

足寄 騨 の西 北2.7km,高 距300m,小 澤 上部 の 東南斜 面,傾 斜 角50の とこ ろに あ

り、約(50m)2に 、林 分 高6m,胸 高 直径 平均8cmの オ ニグル ミが 殆 ど純 林 を構 成

してい る。 そ して オニグルミ は萌 芽状 を な して1株 か ら3～7本 ぐ らい 出 てい る。

林 床植 物 は次 の如 くで あ る。



C.草 原

本 演習 林 にお いて は 、殆 ど草原 らしい 草原 を見 す 、エ ゾヤ マハギ が優 勢 な笹原 を こ

の中 に包 含 させ る と して も、極 めて部 分 的 な存 在 に過 ぎない。 エ ゾヤマハギ の多 い 、

い わゆ る"萩 原"も 本 項 中 に入 れ て記 述 す る。

1.エ ゾヤマハギ ー ず ず基 群 叢

〔観察地 〕(a)第4林 班(VII.24,1951)(No.15);(b)第4林 班

(Ⅵ1.27,1951)(No.37)

(a)は 愛冠 川 左股 上流 谷沿 の右 岸、 高距300m,傾 斜 角3～40のやゝ 平 坦地 で、

長 さ150m,幅 約60mの 地 域 に あ る。

(b)はベ ラボ ナイ 川 と塩幌 川 との分水 嶺 南部 、南 々西面 で傾 斜 角約10。,高 距360

mの とこ ろに あ る。 高 さ2～3mの エ ゾヤマハギ 、稈高60～80cmの ア/ヌ ミヤ

コザ サ を主 と して い る。

両群 落の 所生植 物 の被 度 を あげ る と次 の如 くにな る。

2.造 林 地 草 原

〔観察 匠 〕 第8林 班(VII.23,1951)(N().9)

愛冠 川の 合流點 か ら 西北西1km,高 距200～300m,丘 陵 南斜 面、傾斜 角 約300,

ミズ ナ ラを主 とした林 地 の伐 跡地 にあ る。一定 の優 占植 物 は な く、次 の種類 を生 じて

い る。被 度 は1線 の平 均 な ので全體 としての もの では なvが 、参 考の た め に記 して

あ く。



ヒ ・ノ・ウ ラ ジ ・ ヨ モ ギ 、エ ゾ ア キ カ ラ マ ツは 董 高1m,オ カ トラ ノオ は 董 高0.7m

で あ る。 灌 木 と して は エ ゾ ク マ イ チ ゴ 、エ ゾヤ マハギ を散 生 し、上部 に は 若 干 の エ ゾ

ムラサキツ ツ ジが あ るo

3.ヒ ラ ギ シ ス ゲ 純 叢

〔観察 医 〕 第8林 班(VII.23,1951)(No.10)

愛冠 川合流點 の 西北西2.3km,愛 冠 川 に沿 える沼野群 落 で あ るが 、面積 は 小 さv。

所生 植 物 の被 度は次 の如 くで ある。



4.過 放 牧ny地

放牧 に よる植 生変化 は林 内到 る ところに 見 るが 、ここで は 林 内路邊 、過 放牧 の標徴

と もなる よ うな聚 落 をつ ぎに あげ る。た だ しい ずれ も原 型はサ サ群 落 と考察 され る。

i.ヤ マ ド リ ぜ ン マ イ 聚 落

〔観察偏 〕 第1林 班(VII.22,1951)(No.6)

足寄 騨 の 西 北2.5km,高 距300m,林 道 路邊 の 北 面 、傾 斜 角 約100の とこ ろに

見た もので 、 ヤマ ドリゼ ンマ イ の 高 さは 、lm,ア イヌ ミヤ コザ サ の稈高 は10～20

cmに 過 ぎないo

ii.オ ヵ ト ラ ノ オ 聚 落

〔観察匠 〕(a)第1林 班(VII.22,1951)(No.4);(b)同(VII.22,1951)(No.7)

(a)は 足 寄騨 の西 北2.5km,高 距 約300m,東 斜 面,傾 斜角50の とこ ろ にある。

この オカ トラノオの聚落 は 長 さ25m,幅10mも あ り、所生植 物 の 被 度 は 次 の 如 く

で ある。(b)は(a)地點 の近 くにあ り、長 さ10m,幅5mの 聚 落で ある。

灌 木 としては エ ゾク マイ チゴ(高 さ1～2m)の 被 度2あ り、 これ も 過 放牧 の植

生 で ある。 この聚 落 中 には若干 の エ ゾヤ マナ ラシ 、イ ヌエ ン ジコ 、 ヒ・ノ・ノ キノ'ダ

(高 さ4m)が あ る。



iii.エ ゾ イ チ ゴ 聚 落

〔観 察匿 〕 第1林 班(VII.22,1951)(No.5)

足寄 騨 の 西 北2.5km,高 距300m前 後 、林道 格 邊の 東斜 面 、傾斜 角5。 の と こ

ろに 、長 さ30～40m,幅 約5mの エ ゾイ チゴの聚 落が あつ た。 明か に過放 牧 の跡地

で、 所生植 物 の被 度 は次 の如 くで あ る。

D.雑 草

雑草は足寄九大演習林事務 所附近 と愛冠苗畑で調査 した。次 に主 な種類 をあげる。

ウ ラボ シ科:メ シ ダ、 コ ウ ヤ ワ ラ ビ、 ヒ メ シ ダ

ト ク サ 科:ス ギ ナ

イ ラ ク ず 科:ホ ソバ イ ラクサ 、 オ オ バ イ ラ クサ

タ デ 科:ソ バ カ ズ ラ、 イ ヌ タ デ 、 オ オ ネバ リタ デ 、タ ニ ソ バ 、イ シ ミカ ワ、

ア キ ノ ウナ ギ ツカ ミ、 オ オ イ ヌ タ デ 、 ウ ラ ジ ロサ ナ エ タ デ、 オ

オ ミチ ヤ ナ ギ、 ヒ メ ス イ バ 、 ヌ マ ダ イ オ ウ、 ノダ イ オ ウ

ア カザ 科:シ ロ ザ

ヒ ユ 科:ア オ ビユ

ス ーこリ ヒユ 科:スベ リ ヒユ

ナ デ シ コ科:ミ ミナ グサ 、 ウ シノ、コベ 、 ツ メ ク サ 、 オ オ ツ メ クず 、 ・・コ ペ

ウマ ノ ア シ ガ タ科:ア キ カ ラ マ ツ

ケ シ 科:ク サ ノ オ ウ

ナ タ ネ科:ナ ズ ナ 、 セ イ ヨ ウ ワサ ビ 、 ス カ シ タ ゴ ボ ウ

バ ラ 科:オ オ ダ イ コ ン ソ ウ、 キ ジ ム シ ・、 シロ ワ レ モ コ ウ

マ メ 科:ア カ ツ メ クサ 、 シ ロ ツ メ クサ 、 ケ クサ フ ジ 、 フ タバハギ



カ タ バ ミ科:エ ブタ チ カ タ バ ミ

ホ ウ セ ンカ 科:キ ツ リ フ ネ

ヒノンガ オ 科 ニ ヒ ロノ・ヒノンガ オ

オ ド リ コ ソ ウ科:ナ ギ ナ タ コ ウ ジ ユ 、 ヒ メ ナ ミ キ、 エ ゾイ ヌ ゴ マ

ナ ス 科:ミ ゾ ホ オ ズ キ

オ オバ コ科:オ オ バ コ、 ヘ ラ オ オ バ コ

キ キ ヨ ウ科:ツ リ ガ ネ ニ ン ジ ン、 バ ア ソ ブ

キ ク 科:オ トコ ヲモ ギ 、 エ ゾ ヨモ ギ 、 エ ゾ ノ キ ツ ネ ア ザ ミ、 ヒ メ ジ ヨ

オ ン、 ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ 、 オ オ ブ キ 、 ノ・チ ジ ヨ ウ ナ 、 ノグ シ 、

セ イ ヨ ウ タ ン ボ ポ

イ ネ 科:ヤ マ ヌ カ ボ 、 コヌ カ グサ 、 オ ー チ ヤ ー ドグ ラス 、メ ヒ シ バ 、 チ モ

シー 、 キ タ ヨ シ 、 ア オ イ チ ゴ ツ ナ ギ 、 ス ズ メ ノ カ タ ピ ラ、 ナ ガ

ハグ サ

ス ゲ 科:オ オ カ サ ス グ

ツユ クサ 科:ツ ユ クサ

トウ シ ン ソ ウ科;ス ズ メ ノ ヒエ

III.標 準 地 調 査

本 演習林 におい て 、IIの 〔観 察嘔 〕 に も とず き、代表 的林木 の配 列 した と ころを選

び 、標準 地 を設定 し、林 況 と地 況 に鷹 じ、適 當 の 長 さ と幅 を有 す る帯状 瞳15を 設 定 し

た。本 標 準地調 査 は遠 藤泰 造 君 と共 に共 同調査 せ る もので ある。

本演 習林 の現 在 にお け る土 地 的極盛 相 は ミズナ ラ林 で あ り、群 落 は ミズ ナ ラー サず

(エ ブ ミヤコザサ 懐た は ア イヌ ミヤコザサ)基 群叢 が極 盛群 落 で ある。 この 群 落が岩

礫 地 に あ らわ れ る と、ミズナ ラー エ ゾムラサキ ツツジ墓群 叢が 出て くる。 そ して この

エ ゾムラサキ ツツジは部 分的 には ナ ツハゼ で置換 され る。 もし この群 落 が地表 火 の

影 響 を受 け 、エ ゾムラサキ ツ ツジが減退 す る と、エ ゾヤ マハギ が あ らわれ る。 そ して

山 火の影 響 を受 けた森林 と して 、樹 高10m前 後 、胸高 直径15～20cmの エ ゾヤv

ナ ラシ林 が あ らわれ 、部 分的 に イヌエ ンジユ の多 い個所 も見 られ る。 そ して この場

合 も林 床 はず ず類 に 占有 され る。

次 ぎ にカ シ ワ林で あ るが 、これ はゆ るい稜 線近い傾 斜地 に見た 。 その樹 高20m前

後 、胸 高 直径30cm前 後で 、林 下 に優 占す る エ ゾヤ マハギ の 高 さ1.5～4m,林 床 の

ササの稈高60～80cmで ある。



これ らの林 にお いて 、過 放牧 の影 響 を受 け る時は 、林床 の 笹は著 し く減 退 し、ヤマ ド

リぜ ンマ イが増 加 して くる。 も し過放 牧地 で 相 當 の陽 光量 を受 け る時 ま たは 少 し く

乾燥 的 にな る時 は ワラビの多 くなる場合 もある。

渓畔林 としては ・・ノレニ レー エ ゾ イタヤ林 が基 準型 ら しいので あ るが、・・ノレニ レの 多

い群 、・ソンニ レー カ ツラ群 、オ ニグルミ 群 、少 し く山中 に入 る とアサ ダの多 い群 、ウダ

ィヵ ンバ の多 い群 な どが見 られ る◎

〔a〕k30×5)m2帯 状 区 ミズナ ラー アイヌ ミヤ コザ サ基 群 叢

第24林 班(VII.26,1951)(第 二 圖)

本帯 状 区 は上 ワシ ツプ川 とベ ラボナイ 川 との分 水嶺 高距290m,上 ワシ ツブ川 と

利別 川 との合 流瓢 よ り 北西約3.3kmの 地點 にあ り、やゝ 廣 い 稜 線鞍 部 の東斜 面 に

ある。本帯 状 区 を中心 と して樹 高20m前 後 の ミズナ ラの亘 木 を散生 し、エ ゾ/タ ヤ

の 中径 木散 在 し、 また 若 干 の小径木 もあ り、高 さ1～3mのハ ソギ リを若 干生 じて

v・る。 林床 には稈高60～80cmの ア イヌ ミヤ コザサ が優 占 し、比較 的 乾生草原 的 な

要素 を有 してい る。

胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔b〕(20×5)m2帯 状 区 ミズ ナ ラー アイヌ ミヤコザサ 基 群叢

第19林 班(VII.25,1951)(第 三 圖)

本帯状 区 は 下 ワシ ップ川 と 上 ワシ ツプ川 との稜線 よ り東北 東 に走 る比較 的廣 い地

貼 で上 ワシ ツプ川 と利 別川合 流點 の西 北 西 約5km,高 距370mの 地點 に して 傾斜

角約15。 の東面 に あ る。樹 高20～24mの ミズナ ラが散生 し、林 内 にエ ゾィ タヤの若

木 が相 當生 じてい る。林 床 に は稈高60cmの ア イヌ ミヤコザサ が優 占 して いる。



胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度



〔c〕(25×5)M2幣}伏 区 ミズナ ラー ヱ ゾヤマハ ギー エ ゾ ミヤコザサ 基群叢

第23林 班(VII.27,1951)(第 四圖)

本 幣駄1品は 上 ワシ ツプ川の左 岸に位 し、上 ワシ ツプ川 とベ ラボ ナ イ川 との分 水嶺

より南走 す る稜 線 上の下部 に あ り、上 ワシ ツプ川 と利 別川 との合流點 より西 約2km,

高距 約200mの地點 に ある。樹 高20m前 後 の ミズ ナ ラの旦 木散生 し、喬 木 層 とし

ては若 干の エ ゾイ タヤが散在 してい る。 灌木 層 には エ ゾヤマハギ が 多 い。 林床 に は

エ ゾ ミヤコザサ が 多い が 、軍 馬 補充部 時 代夏 山放牧 に使 用 した らし く 極 め て この稗

高 は短い 。 なお 林床 植 物は 乾性 草原 要素 を含 ん でい る。

胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔d〕(30×5)m2帯状 区 ミズ ナ ラー ヤ マ ドリぜ ンマ イ基i群叢

第7林 班(VII.24,1951)(第 五 圖)

本帯状 区 は愛 冠川 の左股 上流 、最 奥分 水嶺 に近 い地點 で 、演 習林 境 界分 水嶺 よ り約

400mに 位 し、 高距330m,約5。 の東斜 面で ある。本 地點 は九 州大學 演習林 中 、ミ

ズ ナ ラの良材 を産 す る代 表 的 な所 であ る。 樹 高 約20m前 後 の ミズナ ラの下 に アイ

ヌ ミヤ コザ サが優 占 した所 で あつた が 、放牧 の 影響 を受 けて ヤ マ ドリぜ ンマ イが著 し

く増 加 した 。 現在 で は ミズナ ラー ヤマ ドリゼ ンマイ基群 叢 を形 成 してい る。

林 床植 物 の被 度 は全般 的 に本林 地 をみ る と、ヤ マ ドリゼ ンマイ(4),ア/ヌミヤコ ザ

サ(3),(稈長30cm)が 多 く、廣葉 喬木 の幼 稚樹 として1～3mの ・・リギ リや ミズナ

ラを生 じ、ハリ ギ リはか な り顯 著 に散 生 してい る。



胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表

ハリギ リの幼木の林木配分表 を特 に記 してお く。

直径階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表

〔e〕(30x5)M2帯 状 匿 ミズ ナ ラー エ ゾムラサキ ツ ツジー エ ゾ ミヤ コ

ザ ず基 群叢

第22林 班(Ⅵ1.26,1951)(第 六 圖)

〔a〕帯状 匠が ある主稜 線 を 同所 より更に 約2km北 西 に進 んだ上 ワシ ツプ川 とベ

ラボナイ 川 との 分水嶺 上 、高距400mの 西 に面す る約35。 の急傾 斜 面で あ る。喬木

層 とし ては樹 高20m前 後 の ミズナ ラを散 生 し、灌木 層 としては樹 高約2m前 後 の

エ ゾム ラサ キ ツツジを主 と し、若 干 の ヤマウルシ 、ミヤ マ ガマズ ミ、ナ ツハゼ 、ヒ ロノ・

ハナ ヒ リノキ、ノ リウツギ がある。林 床 には エ ブ ミヤ コザ サが優 占 してい るが 、これ

はエ ゾム ラサ キ ツ ツジの 少 ない ことに因 って い る。

なお 小喬木 と しては約2m前 後 の ウス ゲ カス ミザ ク ラ、イヌエ ンジュ、エ ゾヤマナ

ラシ、ハリギリ が 生育 して い る。



胸 高 直 径 階 別 配 分 牽

樹 高 階 別 配 分 表

エゾムラサキ ツツジ直径樹 高階別配分表

林 床 植 物 の 被 度



〔f〕(40×5)m2帯状 嘔 ミズナ ラー エ ゾムラサキ ツツ ジ基群 叢

第29林 班(VII.27,1951)(第 七 圖)

本帯状 区 は岩礫 地 系 ミズナ ラ林 で 、ミズナ ラ(老 齢)一 ア イヌ ミヤコザサ 基群 叢観 察

区 〔No.38〕 に近 く、一こラボナイ 川 と塩幌 川 との分水 嶺 に あ り、一こラボ ナ/川 の右股 に

面 し、高距 約360m,約28。 ～300の 南に面 す る傾 斜面 で ある。 樹 高17～20mの ミ

ズ ナ ラー齊 林 で、灌木 暦 に は 高 さ1.5～2.Omの エ ゾム ラサ キ ツ ツジが多 く、林 床 に

はエ ゾ ミヤコザサ が比較 的多 いが 、 前者 よ り少 い。

胸 高直径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔g〕(40×5)M2帯 状 区 ミズナ ラー エ ゾム ラサ キ ツ ツジ基 群 叢

第23林 班(VII.26,1951)(第 八圖)

本帯 状区 は岩礫 地 系 ミズナ ラ林 の典 型的 な所 で、観察 区(No・31)のやゝ 下 方 高距

300m,南 に面 す る 約360の 傾 斜面 で ある:.樹高10m前 後 の ミズ ナ ラが生 育 し、灌木

層 と して エ ゾムラサキ ツ ツジが 優 占 してい る。 エ ブム ラサ キ ツツ ジは 本数 が 多い の

で 、標 準 となる よ うな ところ を選 び 、(2m)2の 本 数配 分 を測 定 した 。 エ ゾムラサキ

ツツ ジにつ いで はナツハゼ が多 い。 なあ この地點 か ら東に行 くと、山 火跡 の影響 を 受

け、灌 木 層 にエ ゾヤマハギ が増 加 して くる。

胸 高 喬 木 の直径 階 別 配 分 表



喬 木 の 樹 高 階 別 配 分 表

灌 木 の 直 径 階 別 配 分 表

灌 木 の 樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔h〕(30×5)m2帯状区 エ ゾヤマナ ラシー ア イヌ ミヤコザサ 基i群叢

第14林 班 と第19林 班界(VII.26,1951)(第 九圖)

本帯状 区 は観察 区(No.24)に 近 い稜 線 で 高距430m,平 坦 に近い 尾根 上 に ある。

樹 高12～13m前 後 の エ ゾヤ マナ ラシ林 で あ る。 林 床 は笹 の優 勢 な群 落 が 渦放牧

の影響 を受 けて ヤ マ ドリゼ ンマ イの増 加 しつつ あ る地點 で ある。

胸 高 直 種 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔i〕(20×5)m2帯 状 区 エ ゾヤマナラシ ー イヌエ ン ジユー アイ ヌ

ミヤコザサ 基 群叢

第14林 班(VII.25,1951)(第 十圖)

本帯状 嘔 は観 察区(No.24;No.25)の 南 に となれ る地 紬 に存在 してい る。 エ ゾ

ヤマナラシ林 中 にお いて イヌエ ン ジユの優 占す る林 分 で、イ ヌエ ン ジユ の樹 高は7～

10mで ある。 エ ゾヤマナ ラシ林 中の群 と見 て もよい。 林 床 には稈高50～70cmの

アイヌ ミヤ コザ サが 多い 。 但 し エ ゾア キカラマツ の多 い のは放牧 に依 る もの と考 察

され る。

胸 高直径 階 別 配 分 表



樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度

〔j〕(25×5)m2帯 状区 ヵ シ ワー アイヌ ミヤコザサ 基 群 叢

第7林 班(Ⅵ1.25,1951)(第 十一 圖)

本 帯状 囁 は観察 区(No.19;No.20)に 近 い地i點に あ り、稜線 より東 に向5尾 根 の

ゆ るい北斜 面 にあ り、高距400m,傾 斜角5。 の 所に ある。樹 高18～20mの ヵ シ ワ

を散 生 し、樹 高1mのハ リギ リ2本 を生 じ、林 床 には稈高60～80cmの アイヌ ミ

ヤコザサ が優 占す る。 なお エ ゾヤ マハギ を散 生(ヴェル ト内 に15本)し 、被 度は2,そ の

高 さ1.5m～4m。ササ の状態 か ら見 る と、冬 山放牧 区 に使 用 し てvた 所 で はな いか

と考察 され る。



胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表

エ ゾ ヤ マハギ直径 樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度



〔k〕(20x5)m2帯状 匠 ウダイカ ンバー タガネ ソ ウー オ シダi基群叢

第19林 班(Ⅵ1.25,1951)(第 十二 圖)

本 帯状 区 は ウダィ カ ンバの純 林 で は な く、 ウダ ィカ ンバの多 い高距360mの 谷 に

面す る30。 の急 傾斜 地 に ある特殊 林 分 で ある。樹 高20～30mの ウダ ィカ ンバ が優

占 し、喬木 暦 では エ ゾイ タヤが これにつ いで い る。 小喬 木 層 に多 い のは アオ ダモで あ

り、灌 木層 にか けては メィゲ ツカエ デ も少 くない。

林床 には笹 が少 い のが特 徴 で、全般 的 にみ る と きタ ガネ ソウが 最 も多 く、オシダが

これ につ ぐ。

胸 高直径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度

〔1〕(30×5)m2帯状 区 アさ ダー エ ゾ ミヤコザサ 基 群叢

第25林 班 と第26林 班 の林 班界(VII.26,1951)(第 十 三 圖)

本帯状 匠 はベ ラボ ナイ と上 ワシ ップ との 分水 嶺 上に あ る。 演習 林 境界 よ り2kmの

東南稜 の凹地 に して観 察区(No.34)よ り500m北 々東 に位 し、アサ ダ、オオ バ ボダ ィ

ジユ、ミズ ナ ラ、エゾイ タヤの混交 せ る所 で あ るが、本帯状区 は 特 に 樹 高20～24mの

アサ ダの 多い 部 分で ある。 小喬木 層 には イヌ エ ン ジユ を若 干散生 し、林床 には エ ブ ミ

ヤコザサ が優 占 し て、渓畔林 地 の要素 を件 つ て いる。

胸 高 直 径 階 別 配'分 表



樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度

〔m〕(20×5)m2帯状区 オニ グノンミー ア イヌミヤコザサ 基 群 叢

第23林 班(VIL26,1951)(第 十 四 圖)

本帯状 区 は上 ワシ ツプの左岸 に位 し、利 別川 との合 流 黙 より2.5km西 に ある漢 畔

林 で、高距約260m,傾 斜 角約190の 南 西面で ある。樹 高8～10mの オニ グル ミか ら

成 る特 殊林 分 で 、そ の面積 は 小で ある。林 床 に は アイヌ ミヤコザサ が 優 占 し、下生 要

素 の種類 に富 んでい る。



胸 高直径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度



〔n〕(20×5)m2帯状 匪ハル ニレ_ア イヌミヤコ ザ サ 基 群 叢
`

第23林 班(VII.26,1951)(第 十五 圖)

本帯状 区 は前記 〔m〕帯状 区 に近 い ほ とん ど同條 件の地點 で ある。 樹 高20m前 後

のハル ニ レの多 い林 分 で 、林 床 に は ア イヌ ミヤ コザ サが多 い けれ ど も、放牧 の 影響 を

か な り うけて 、林 床植物 は複雑 で二 次要 素 が混 入 してい る。

胸 高 直 径 階 別 配 分 表

樹 高 階 別 配 分 表



林 床 植 物 の 被 度



〔o〕(35×5)m2帯 状区 ノ・ノンニv一 カ ツ ラー ア イヌ ミヤコザサ 基 群 叢

第15林 班(VII.28,1951)(第 十六 圖)

本 帯状 区は 下 ワシ ツプ 川 の左股 にあ り、下 ワシ ツプ 川 と利 別 川 との合流 粘 よ り

4.3km,の 北西 に ある。 高距 約230mの 河 床 に あつて比 較 的 良 く残 され た林分 で

あ り、主 な る樹種 と して 、ハルニレ 、 カ ツ ラ、 セ ン ノキ 等 が あ り、 小喬木 と して ヤ

マ グ ワ,ハ シ ドイ,ヤ マモ ミジ が 散生 し、灌木 として は ネムロ ブ シダ マ、 エ ゾ ウコ

ギな どが あ る。林 床 に は稈長60～80cmの アイ ヌ ミヤコザサ が優 勢で あ るが 、部 分

的 には オオ ブ キが 多い。 な お林床植 物 は漢酔林 の要 素 を示 して い る。

喬 木 胸 高 直 径 階 別 配 分 表

喬 木 樹 高 階 別 配 分 表

小 喬 木 胸 高 直 径 階 別 配 分 表



小 喬 木 樹 高 階 別 配 分 表

林 床 植 物 の 被 度



IV.植 物 目 録

PTERIDOPHYTA

Ophioglossaceae

Botrichium robustum Underwood

シ ダ 門

ハ ナ ヤ ス リ科

ヤ マ ノ、ナ ワ ラ ビ

Polypodiaceae

Adiantum  pedatum Linnaeus 

Asplenium incisum Thunberg 

Athyrium melanolepis Christ

Athyrium pterorachis Christ 

Athyrium pycnosorum Christ

Athyrium Vidalii Nakai

ウ ラ ボ シ科

ク ジ ヤ クシ ダ

トラ ノ オ シ ダ

ミヤ マ メ シダ

オ・ウ メ シ ダ

バ ク モ ウ イ ノ デ

ヤ マ イ ヌ ワ ラ ピ

 Athyrium yokoscense Christ 

Coniogramme fraxinea Diels

ヘ ビ ノ ネ ゴ ザ'

イ ワ ガ ネ ゼ ン マ イ

 Coptidipteris Wilfordii Nakai et Momose

Cornopteris crenulatoserrulata Nakai

オ ウ レ ン シダ

オ オ ミ ヤ マ イ ヌ ワ ラ ピ,イ ツ ポ ン ワ ラ ピ亀

Dryopteris austriaca Woynar, Schinz et Thellung

Drvopteris crassirhizoma Nakai オ シ ダ

シラ ネ ワラ ピ

Dryopteris laeta C. Christensen var. oblongifrons Kitagawa

Dryopteris monticola C. Christensen

Lepisorus annuifrons Ching 

Lepisorus ussuriensis Ching

ミヤ マ べ ニ シ ダ

ホ テ イ シ ダ

ミ ヤ マ ノ キ シ ノ プ

 Matteuccia Struthiopteris Todaro

Onoclea sensibilis Linnaeus

クサ ソ テ ツ

コ ウ ヤ ワ ラ ピ

Pentarhizidium  japonicum Hayata

Phegopteris polypodioides Fäe

イ ヌ ガ ン ソ ク

ミヤ マ ワ ラ ビ

Phyllitis scolopendrium Newmann 

Physematium manchuriense Nakai

Polypodium Fauriei Christ 

Polystichum Braunii  F6e

Polystichum tripteron Presl

コ タ ニ ワ タ リ

フ ク ロ シ ダ

オ シ ヤ グ ジ デ ンダ

ホ ソイ ノデ

ジユ ウモ ン ジ シダ

Pteridium aquilinum Kuhn var.  japonicum Nakai

Rumohra Standishii Ching リ ヨ ウ メ ン シ ダ

Thelypteris palustris Schott var. pubescens Fernald

Woodsia ilvensis R. Brown

ワ ラ ビ

コ イ カ ゲ ワ ラ ピ

ヒ メ シ ダ,シ ヨ リマ

ミ ヤ マ イ ワ デ ン ダ,リ シ リデ ン ダ

Osmundaceae ゼ ンマ イ 科

Osmunda  cinnamomea Linnaeus var. asiatica Fernald

Osmunda japonica Thunberg ゼ ン マ イ

Equisetaceae

Equisetum arvense Linnaeus 

Equisetum hyemale Linnaeus 

Equisetum  limosum Linnaeus 

Equisetum palustre Linnaeus

トクサ科

ス ギ ナ,ツ ク シ

ト ク サ

ミ ズ ス ギ ナ ・

イ ヌ ス ギ ナ

ヤ マ ドリゼ ンマ イ



Lycopodiaceae ヒ カ ゲ ノ カズ ラ科

 Lycopodium serratum Thunberg var. Thunbergii Makino ホ ソバ ノ トウゲ シバ

SPERMATOPHYTA

Gymnospermae

種 子 植 物 閂

裸子植物亜門
モ ミ科

Abies sachalinensis Fr. Schm. ト ドマ ツ

Angiospermae 被子植物亜門

DICOTYLEDONEAE

Archichlamydeae

壁子葉植物綱

古生花被植物亜綱

チ ヤ ラ ン科

フタ リ シズ カ

ヒ トリ シズ カ
,

ヤ ナ ギ科

エ ゾヤ マ ナ ラ シ

ドロ ヤナ ギ

ネ コヤ ナ ギ

エ ゾ ノ ヤ マ ネ コヤ ナ ギ,エ ゾ ノバ ツ コヤ ナ ギ

イ ヌ コ リヤナ ギ

コ リヤ ナ ギ

エ ゾ ヤ ナ ギ

キ ヌヤ ナ ギ

ナ がバ ヤ ナ ギ,オ ノ エ ヤ ナ ギ

ヒ ロハ タ ラ イ カ ヤ ナ ギ

オ オバ ヤ ナ ギ

トカチ ヤ ナ ギ'

クル ミ科

オニ グ ル ミ

シ ラ カ ンバ 科

ヤ ナハ ンノ キ

ヒ ロノ・ハ ン ノ キ

ヤ マハ ン ノキ

ケヤ マ ハ ン ノ キ

ヤ エ ガ ワ カ ンバ,コ オ ノ オ レ

ダ ケ カ ンバ

ウ ダ イ カ ンバ

シラ カ ンバ

サ ワシバ

オ オサ ワ シバ

ア サ ダ

Chloranthaceae

 Chloranthus serratus Roemer et Schultes

Tricercandra japonica Nakai

Populus jesoensis Nakai

Salicaceae

Populus Maximowicxii Henry

Salix gracilistyla Miquel

Salix Hultenii Flod. var. angustifolia Kimura

Salix integra Thunberg 

Salix koriyanagi Kimura

Salix Lackschewitziana Toepffer

Salix pet-susu Kimura

Salix sachalinensis Fr. Schmidt

Salix taraikensis Kimura var. latifolia Kimura

Toisusu Urbaniana Kimura

var. Schneiderii Kimura

Juglandaceae

Juglans Sieboldiana Maximowicz

Betulaceae

Alnus japonica Steudel var. arguta Tatewaki

Alnus Mayri Callier

Alnus tinctoria Sargent var. obtusiloba Callier

var. velutina Hara

Betula davurica Pallas

Betula Ermani Chamisso

Betula Maximowicxiana Regel 

Betula platyphylla Sukatchev

Carpinus erosa Blume

var. pseudojaponica Miyabe et Tatewaki

Ostrya japonica Sargent



ブ ナ科

ミズ ナ ラ

カ シ ワ

ニ レ科

オ ヒ ヨ ウ,オ ヒ ヨ ウニ レ

ノ、ル ニ レ,ア カ ダ モ

ク ワ科

ヤ マ グ ワ

ア サ科

カ ラハ ナ ソ ウ

イ ラ クサ科

ア カ ソ

ム カ ゴイ ラ クサ

ア オ ミズ

ホ ソバ イ ラ クサ

エ ゾイ ラ クサ,オ ウバ イ ラ ク サ

ヤ ド リギ科

ア カ ミノ ヤ ド リギ

タ デ科

,ソ バ カズ ラ

オ オ ミ ゾ ソバ

ゥ ラ ジ ロサ ナ エ タ デ

イ ヌ タデ

オ オ ネ バ リタデ

タニ ソバ

イ シ ミカ ワ

ア キ ノ ウ ナ ギ ズ カ ミ

オ オイ ヌ タデ

ミゾ ソバ

ミチ ヤ ナ ギ

オ オ ミチ ヤ ナ ギ

オ オ イ タ ド リ

ヒ メ ス イバ

●
ヌ マ ダ イ オ ウ

ナ がバ ギ シギ シ

ノ ダ イ オ ウ

カザ 科

シ ロザ

ヒ ユ科

ア オ ピ ユ

 Quercus crispula Blume

Fagaceae

Quercus dentata Thunberg

Ulmus laciniata Mayr

Ulmaceae

Ulmus propinqua Koidzumi

Moraceae

Morus bombycis Koidzumi

Cannabiaceae

Humulus Lupulus Linnaeus var. cordifolius Maximowicz

Urticaceae

Boehmeria tricuspis Makino 

Laportea bulbifera Weddell

Pilea viridissima Makino

Urtica angustifolia Fischer

Urtica Takedana Ohwi

Loranthaceae

Viscum coloratum Nakai var. rubroaurantiacum Miyabe et Kudo

Polygonaceae

Bilderdykia Convolvulus Dumort

Persicaria hastatotriloba Okuyama

Persicaria lapathifolia S. F. Gray var. salicifolia Miyabe

Persicaria longiseta Kitagawa

Persicaria Makinoi Nakai 

Persicaria nepalensis Gross 

Persicaria perfoliata Gross

Persicaria Sieboldi Ohki 

Persicaria tenuiflora Hara

Persicaria Thunbergii Gross

Polygonum aviculare Linnaeus 

       var. vegetum Ledebour

Reynoutria sachalinensis Nakai

Rumex Acetosella Linnaeus 

Rumex aquaticus Linnaeus

Rumex crispus Linnaeus

Rumex domesticus Hartmann

Chenopodiaceae

Chenopodium album Linnaeus

Amaranthaceae

Amaranthus retroflexus Linnaeus



ス べ リ ヒ ユ 科

ス ペ リ ヒ ユ

ナ デ シ コ科

ミ ミ ナ グ サ

ナ ン バ ン ハ コ ベ

ェ ゾ カ ワ ラ ナ デ シ コ

ウ シ バ コ べ

ツ キ ミ セ ン ノ ウ

オ オ ヤ マ ハ コ べ

ツ メ ク サ

ォ ォ ッ メ ク サ

ェ ゾ フ ス マ,シ ラ オ イ ハ コ べ

ノ、コ べ

ク ロ ミ ノ ノ ミ ノ フ ス マ

エ ゾ ノ ミ ヤ マ ハ コ べ,オ ウ ハ コ べ

ノ ミ ノ フ ス マ

カ ツ ラ科

カ ツ ラ

ウ マ ノ ア シ ガ タ科

エ ゾ ト リ カ プ ト

ル イ ヨ ウ シ ヨ ウ マ

ヒ メ イ チ ゲ

エ ゾ リ ユ ウ キ ン カ,ヤ チ ブ キ

ェ ゾ シ ヨ ウ マ

エ ゾ ミヤ マ ハ ン シ ヨ ウ ズ ル

オ オ レ イ ジ ン ソ ウ

ノ、イ キ ン ポ ウ ゲ

ヤ マ キ ツ ネ ノ ボ タ ン

チ トセ バ イ カ モ

カ ラ マ ツ ソ ウ

ア キ カ ラ マ ッ

エ ゾ ア キ カ ラ マ ッ

モ ク レ ン科

キ タ コ プ シ

ホ ウ ノ キ も

チ ヨ ウ セ ン ゴ ミ シ

ケ シ科

ク サ ノ オ ウ

エ ン ゴ サ ク科

エ ゾ ヱ ン ゴ サ ク

ツ ル キ ケ マ ン

Portulacaceae

Portulaca oleracea Linnaeus

Caryophyllaceae

 Cerastium caespitosum Gilb. var. glandulosum Wirtgen

Cucubalus baccifer Linnaeus var. japonicus Miquel

Dianthus superbus Linnaeus 

Malachium aquaticum Fries

Melandrium noctijlorum Fries

Moehringia lateriflora Fenzl

Sagina japonica Ohwi

Spergula arvensis Linnaeus

Stellaria Fenzlii Regel 

Stellaria media Cyrillus

Stellaria mosquensis M. Bieberstein

Stellaria nemorum Linnaeus var. Bungeana Regel

Stellaria Alsine Grimm var. undulata Ohwi 

                   Cercidiphyllaceae

Cercidiphyllum japonicum Siebold et Zuccarini

Ranunculaceae

Aconitum yezoense Nakai

Actaea asiatica Hara

Anemone debilis Fischer

Caltha fistulosa N. Schipczinsky

Cimicifuga yesoensis Kudo 

Clematis ochotensis Poiret

Lycoctonum gigas Nakai

Ranunculus repens Linnaeus var. major Nakai

Ranunculus Vernyii Franchet et Savatier var. quelpaertensis Nakai

Ranunculus yesoensis Nakai

Thalictrum aqut'legifolium Linnaeus

Thalictrum Thunbergii A. P. DC.

var. majus Nakai

Magnoliaceae

Magnolia Kobus A. P. DC. var. borealis Sargent

Magnolia obovata Thunberg 

Schisandra chinensis Baillon

Papaveraceae

Chelidonium majus L. subsp. asiaticum Hara

Fumariaceae

Corydalis ambigua Chamisso et Schlechtendal

Corydalis ochotensis Turczaninow



ナ タ ネ科

ミヤ マ ハ タザ オ

ユ ゾハ タザ オ

ナ ズ ナ

コ ンロ ン ソ ゥ

オ オバ タ ネ ツ ケバ ナ

ァ イ ヌ ワサ ピ

セ イ ヨウ ワ サ ビ,ワ サ ビダ イ コ ン

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

べ ンケ イ ソ ウ科

ア オ ノ イ ワ レ ン ゲ,コ イ ワ レ ンゲ

ホ ソバ ノキ リン ソ ウ,ナ ガバ ノ キ リン ソウ

キ リン ソ ウ

エ ゾ ミセ バ ヤ

ユ キ ノ シタ科

ツ ル ネ コ ノ メ ソ ウ

チ シ マ ネ コ ノ メ

ノ リウ ツ ギ

ア ジサ イ ノ リウ ツギ

ツ ル ア ジサ イ

トガ ス グ リ

エ ゾ ク ロ クモ ソ ウ

イ ワガ ラ ミ

シモ ツ ケ科

ヤ マ ブキ シ ヨウ マ

ホ ザ キ ナ ナ カ マ ド

エ ゾ ホザ キ ナ ナ カ マ ド

ホ ザ キ シ モ ツ ケ

ナ シ科

エ ゾ ノ コ リン ゴ

ア ズ キ ナ シ

ナ ナ カ マ ド

バ ラ科

ン ミズ ヒキ

オ ニ シモ ツ ケ

エ ゾ ノ シ モ ツ ケ ソ ウ
』

シ ロバ ナ エ ゾ ノ シ モ ツ ケ ソ ウ

オ オ ダ イ コ ン ソ ウ

カ ラ フ トダ イ コ ン ソ ウ

ヒ メヘ ビイ チ ゴ

ミツモ トソ ウ

イ ワキ ンバ イ

Cruciferae

Arabis lyrata L. var. kamtschatica Fischer

Arabis pendula Linnaeus

Capsella Bursapastoris Medicus

Cardamine leucantha  O. E. Schulz

Gardamine Regeliana Miquel

Cardamine yezoensis Maximowicz

Cochlearia Armoracia Linnaeus

Rorippa palustris Besser

Crassulaceae

Orostachys aggreegatus Hara

Sedum Aizoon Linnaeus

Sedum kamtschaticum Fischer

Sedum yezoense Miyabe et Tatewaki

Saxifragaceae

Chrysosplenium flagelliferum Fr. Schmidt

Chrysosplenium kamtschaticum Fischer

Hydrangea paniculata Sibold var. floribunda Regel

var. intermedia Boissieu

Hydrangea petiolaris Siebold et Zuccarini

Ribes sachalinensis Nakai

Saxifraga fusca Maximowicz var. divaricata Franchet et Savatier

Schizophragma hydrangeoides Siebold et Zuccarini

Spiraeaceae

Aruncus sylvester Kosteletzky 

Sorbaria stellipila Schneider

var. incerta Schneider

Spiraea salicifolia Linnaeus

Pomaceae

Malus baccata Borkhausen 

Sorbus alnifolia K. Koch 

Sorbus commixta Hedlund

Rosaceae

Agrimonia pilosa Ledebour var. japonica Nakai

Filipendula kamtschatica Maximowicz

Filipendula yezoensis Hara

form. albiflora Tatewaki

Geum aleppicum Jacquin 

Geum Fauriae Ldveilld

Potentilla centigrana Maximowicz

Potentilla cryptotaeniae Maximowicz

Potentilla Dickinsii Franchet et Savatier



Potentilla fragarioides Linnaeus var. Sprengeliana Maximowicz

Rosa Marretii  Leveille カ ラ フ トバ ラ

Rubus crataegifolius Bunge エ ゾ クマ イ チ ゴ

Rubus Idaeus Linnaeus subsp. melanolasius Focke エ ゾ イ チ ゴ

Sanguisorla tenuifolia Fischer var. alba Trautvetter et Meyer

Amygdalaceae

Prunus Maximowiczii Ruprecht

Prunus Sargentii Rehder

サ ク ラ科

ミ ヤ マ ザ ク ラ,シ ロ ザ ク ラ

オ オ ヤ マザ ク ラ,エ ゾヤ マザ クラ

Prunus verecunda Koehne var. intermedia Nakai

var. pubipes Hara 

var. typica Nakai

var. yesoensis Nakai

ウ スゲ カ ス ミザ ク ラ

カ ス ミザ ク ラ

エ ゾ ノ カス ミザ ク ラ

Leguminosae

 Amphicarpaea trisperma Baker

Desmodium fallax Schindler

ヤ プ マ メ

ヤ ブ ハ ギ

Desmodium racemosum A. P. DC.

 Lespedeza bicolor Turczaninow

マ メ科

ヌ ス ビ トハ ギ

エ ゾヤ マハ ギ

ア サ ギ リザ ク ラ

キ ジ ム シ ロ

シ ロ ワ レ モ コ ウ

Maackia  amurensis Ruprecht et Maximowicz var. Buergeri C. K. Schneider

Trifolium pratense Linnaeus

Trifolium repens Linnaeus

Vicia Cracca Linnaeus

ア カ ツ メ クサ

シ ロ ツ メ ク サ

クサ7ジ

var. canescens Maximowicz

Vicia unijuga Al. Braun

ケ ク サ フ ジ

タ蟲 ワ タ シ,ナ ン テ ン ハ ギ,フ タ バ ハ ギ

イ ヌ エ ン ジ ユ

Geraniaceae フ ウ ロ ソ ウ科

Geranium Thunbergii Siebold et Zuccarini var. pallidum Nakai

Geranium sibiricum Linnaeus イ チ ゲ フ ウ ロ

Geranium Wilfordii Maximowicz ミ ツ バ フ ウ ロ

フ ウ ロ ソ ウ

Oxalidaceae

Oxalis Acetosella Linnaeus

Xanthoxalis  stricta Small

カ タ バ ミ科

コ ミ ヤ マ カ タ バ ミ

エ ゾタ チ カ タバ ミ

Rutaceae

Phellodendron sachalinense Sargent

Skimmia  repens Nakai ハ イ シ キ ミ

ヘ ンル ウダ科

ヒ ロ バ ノ キ ノ、ダ

Simarubaceae

Picrasma ailanthoides Planchon 昌 ガ キ

ニガ キ 科

Callitrichaceae

Callitriche verna Linnaeus ミ ズ ハ コ ベ

ミズハ コべ科

Buxaceae ツゲ科

Pachysandra  terminalis Siebold et Zuccarini フ ツ キ ソウ



Rhus ambigua  Lavallee 

Rhus trichocarpa Miquel

Anacardiaceae

ツ タ ウ ル シ

ヤ マ ウ ル シ

 Celastraceae

Celastrus strigillosus Nakai

ウル シ科

ニ シ キギ 科

オ 昌 ッ ル ゥ メ モ ド キ

Evonymus alatus Siebold var.  subtriflorus Franchet et Savatier

Evonymus oxyphyllus Miquel ツ リバ ナ

 Staphyleaceae

Staphylea Bumalda A. P. de Candolle

Acer aizuense Nakai

Aceraceae

カ ラ コ ギ カ エ デ

Acer  japonicum Thunberg

ミツバ ウ ツ ギ科

ミ ツバ ウ ツギ

カ エ デ科

ハ ウチ ワ カ エデ,メ イ ゲ ツ カ エ デ

Acer Mayri Graf von Schwerin べ ニ イ タ ヤ,ア カ イ タ ヤ

Acer mono Maximowicz var. velutinum Nakai エ ゾ イ タ ヤ

Acer ornatum  Carriere var. Matsumurae Koidzumi

Balsaminaceae

Impatiens Nolitangere Linnaeus

Impatiens Textori Miquel 

       var. koreana Nakai

ヤ マ モ ミ ジ

ホ ウ セ ンカ科

キ ツ リフ ネ

ッ リ フネ ソ ウ

シ ロ ツ リ フ ネ

Rhamnaceae

Rhamnus  japonica Maximowicz

Vitaceae

ク ロ ウ メモ ドキ科

ク ロ ウ メモ ドキ

ブ ドウ科

コ マ ニL電、

Ampelopsis  brevipedunculata Trautvetter var. Maximowiczii Rehder

Vitis Kaempferi K. Koch ヤ マ ブ ドウ

var. glabrescens Rehder

 Tilia japonica Simonkai

タ ケ シマ ヤ マ ブ ドウ

Tiliaceae

シナ ノキ

Tilia Maximowicziana Shirasawa

var. yesoana Tatewaki

シ ナ ノ キ科

オ ウバ ボ ダ イ ジ ユ

モ イ ワボ ダ イ ジユ

Actinidiaceae サ ル ナ シ科

Actinidia arguta Planchon var. platyphylla Nakai

Actinidia Kolomikta Maximowicz ミヤ マ マ タ タ ピ

コ ク ワ ズ ル

ノ ブ ドヴ

Hypericaceae

Hypericum Ascyron Linnaeus 

Hypericum erectum Thunberg 

       form. Vanioti Kimura

オ トギ リソ ウ科

トモ エ ソ ウ

オ トギ リソ ウ

トガ リバ オ トギ リ

Violaceae

Viola  acuminata Ledebour

ス ミ レ科

エ ゾ ノ タ チ ツ ボ ス ミ レ,イ ヌ ス ミ レ

Viola grypoceras A. Gray var. pubescens Nakai

Viola  Kusanoana Makino オ ォ タチ ッ ボ ス ミレ

ケ タ チ ツ ボ ス ミレ



Viola sachalinensis Boissieu

Viola verecunda A. Gray

ア イ ヌ タチ ツボ ス ミ レ

ツ ボ ス ミ レ

Oenotheraceae

Chamaenerion angustifolium Scopoli

 Circaea alpina Linnaeus

Circaea cordata Royle

ア カバ ナ 科

ヤ ナ ギ ラ ン

ミ ヤ マ タ ニ タ デ

ウ シ タ キ ソ ウ

Circaea  erubescens Franchet et Savatier

Epilobium cephalostigma Haussknecht

タ ニ タ デ

イ ワア カバ ナ

Epilobium  glandulosum Lehmann var. asiaticum Hara

Oenothera biennis Linnaeus メ マ ツ ヨ イ グ サ

Araliaceae

Acanthopanax divaricatum Seemann

Aralia  cordata Thunberg

Aralia elata Seemann

ウ ド

タ ラ ノ キ

 Eleutherococcus senticosus Nakai

Kalopanax pictum Nakai ハ リギ リ

var.  magnificum Nakai

ウ ド科

オ ニ ウ コ ギ

エ ゾ ウ コギ

ケハ リギ リ

form. Maximowiczii Hara キ レハ ハ リギ リ

Umbelliferae

Aegopodium alpestre Ledebour

 Angelica`anomala Lallemant

Angelica edulis Miyabe

セ リ科

エ ゾボ ウ フ ウ

エ ゾ ノ ヨ ロ イ グ サ

ア マ ニ ユ ウ

Angelica genuflexa Nuttall エ ゾ ォ ォ・バ セ ン キ ユ ウ

Angelica  unina Maximowicz

Anthriscus sylvestris Hoffmann

エ ゾ ニ ユ ウ

シヤ ク

 Bupleurum sachalinense Fr. Schmidt

Cryptotaenia japonica Hasskarl

ホ タ ル サ イ コ

ミ ツ バ

Heracleum lanatum Michaux var. asiaticum Hara

Oenanthe  stolonifera A. P. de Candolle

Osmorhiza aristata Makino et Yabe

Peucedanum terebinthinaceum Fischer

セ リ

カ ラ フ トア カ バ ナ

オ オハ ナ ウ ド

ヤ ブ 呂 ン ジ ン,ナ ガ ジ ラ ミ

カ ワ ラボ ウ フ ウ

 Pleurospermum austriacum Hoffmann subsp. uralense Sommier

Sanicula chinensis Bunge ウ マ ノ ミ ツ バ,オ ニ ノ ミ ツ バ

Torilis japonica A. P. de Candolle

Cornaceae

Cornus controversa Hemsley ミズ キ

ヤ プ ジ ラ ミ

ミズ キ科

オ オ カ サ モ チ,オ ニ カ サ モ チ

Metachlamydeae

Pirolaceae

Chimaphylla japonica Miquel

後世花被植物亜綱

イ チ ヤ ク ソウ科

ウ メガ サ ソ ウ

Pirola japonica Klenze var. subaphylla H. Andres

Pirola renifolia Maximowicz ジ ン ヨウ イチ ヤ ク ソウ

ヒ トツ バ イ チ ヤ ク ソ ウ



Ericaceae シ ヤ ク ナ ゲ科

Eubotryoides Grayana Hara

var. glabra Hara ヒ ロ ハ ハ ナ ヒ リ ノ キ

var. oblongifolia Hara ハ ナ ヒ リ ノ キ

Rhododendron  dauricum Linnaeus

Vaccinium Oldhami Miquel 

Vaccinium Smallii A. Gray

エ ゾ ム ラ サ キ ツ ツ ジ

ナ ツハ ゼ

ォ ゥバ ス ノ キ

Primulaceae

Lysimachia clethroides Duby

Lysimachia davurica Ledebour

サ ク ラ ソ ウ科

オ カ トラ ノ オ

クサ レダ マ

Naumburgia thyrsiflora Reichenbach ヤ ナ ギ トラ ノ オ

 Trientalis europaea Linnaeus var. eurasiatica R. Knuth

Oleaceae

Fraxinus mandshurica Ruprecht

モ クセ イ 科

ヤ チ ダ モ

Fraxinus Sieboldiana Blume var. serrata Nakai

Syringa reticulata Hara ノ、シ ドイ

var.  Tatewakiana Hara ケ オオ バハ シ ドイ

ツ マ ト リ ソ ウ

ア オ ダ モ,コ バ ノ トネ リ コ

Gentianaceae リ ン ドウ科

Gentiana triflora Pallas var. japonica Hara 

 Tripterospermum japonicum Maximowicz

Asclepiadaceae

Cynanchum caudatum Maximowicz

Metaplexis japonica Makino

イ ケ マ

カ ガ イモ

Convolvulaceae

エ ゾ リ ン ドウ

ツ ル リ ン ド ウ

ガ ガ イ モ科

ヒ ル ガ オ科

 Calystegia sepium R. Brown var. communis Hara

Labiatae オ ド リ コ ソ ウ科

Agastache rugosa 0. Kuntze form. hypoleuca Hara

ヒ ロバ ヒ ル ガ オ

キ タ カ ワ ミ ド リ

 Clinopodium chinense O.Kuntze subsp. grandiflorum Hara

var. shibetchense Koidzumi

Clinopodium sachalinense Koidzumi

Elscholtzia Patrini Garcke

ヤ マ ク ル マ バ ナ,エ ゾ ク ル マ バ ナ

ミ ヤ マ ト ウ バ ナ

ナ ギ ナ タ コ ウ ジユ

Isodon  inflexus Kudo var. macrophyllus Kudo オ オ バ ヤ マ ノ・ツ カ

Lamium album L. var.  barbatum Franchet et Savatier

Lycopus uniflorus Michaux エ ゾ シ ロ ネ

Mentha canadensis Linnaeus var. piperascens Hara

Scutellaria dependens Maximowicz

Scutellaria ussuriensis Kudo

ヒ メ ナ ミキ

エ ゾ タ ツ ナ ミ ソ ウ

Stachys  Riederi Chamisso var. hispida Hara

Solanaceae

Solanum nigrum Linnaeus

ナ ス科

イ ヌ ホ ウズ キ

オ ド リ コ ソ ウ

ハ ツ カ

エ ゾ イ ヌ ゴ マ,シ ラ ゲ イ ヌ ゴ マ



Scrophulariaceae

Melampyrum laxum Miquel

Mimulus  inflatus Nakai

ミ ヤ マ マ マ コ ナ

ミ ゾホ ウズ キ

Phtheirospermum japonicum Kanitz

Veronica americana Schweinitz

ゴマ ノバ グ サ科

コ シ オ ガ マ

エ ゾ ノ カ ワ ジ サ

Phrymaceae ハ エ ドク ソ ウ科

Phryma Leptostachya Linnaeus var.  asiatica Hara

Plantaginaceae

Plantago asiatica Linnaeus

Plantago lanceolata Linnaeus

オ オバ コ

ヘ ラ オ オ ノぐコ

Rubiaceae

Asperula odorata Linnaeus

Galium boreale Linnaeus

ハ エ ド ク ソ ウ

オ ウバ コ科

ア カ ネ科

ク ルマ バ ソ ウ

エ ゾ キ ヌ タ ソ ウ

 Galium kamtschaticum Steller

Galium Kikumugura Ohwi

エ ゾノ ヨツバ ム グ ラ

キ クム グ ラ

 Galium paradaxum Maximowicz

Galium trifidum Linnaeus

ミ ヤ マ ム グ ラ

ホ ソバ ノ ヨ ツバ ム グ ラ

 Galium verum Linnaeus var. trachycarpum De Candolle

Caprifoliaceae

Lonicera chrysantha Turczaninow

ス イ カ ズ ラ科

ネム ロブ シダ マ

Sambucus Sieboldiana Blume var. Miquelii Hara

var. Hiraii Miyabe et Tatewaki

Viburnum furcatum Blume 

 Viburnum Wrightii Miquel

エ ゾ カ ワ ラ マ ッ バ

エ ゾ ニ ワ ト コ

ホ ソノぐエ ゾ ニ ワ ト コ

オ オ カ メ ノ キ,ム シ カ リ

ミ ヤ マ ガ マ ズ ミ

Adoxaceae

Adoxa  Moschatellina Linnaeus

レ ンプ ク ソ ウ科

レ ンプ ク ソ ウ

Vallerianaceae

 Patrinia scabiosaefolia Fischer オーミ ナ エ シ

Cucurbitaceae

Schizopepon bryoniaefolius Maximowicz

Campanulaceae

オ ミナ エ シ科

ウ リ科

ミヤ マ ニ ガ ウ リ

キ キ ヨ ウ科

Adenophora pereskiaefolia Fischer var. moiwana Hara 

Adenophora triphylla de Candolle var. japonica Hara
form. lancifolia Kitamura

Codonopsis ussuriensis Hemsley

Lobelia sessilifolia Lambert

ナ ガバ シヤ ジ ン

パ ア ソプ

サ ワギ キ ヨ ウ

Compositae

Adenocaulon himalaicum Edgeworth

キク科

ノ ブ キ

モ イ ワ シヤ ジ ン

ツ リガ ネ ニ ンジ ン

Anaphalis margaritacea Bentham et Hooker subsp. angustior Kitamura

form. latifolia  Kudo ヒ ロ ハ ヤ マ ハ ハ コ

ヤ マ ハ ハ コ



 Artemisia japonica Thunberg オ ト コ ヨモ ギ

form. recedifolia Takeda

 Artemisia Keiskeana Miquel 

Artemisia Koidzumii Nakai

ホ ソ バ ノ オ ト コ ヨ モ ギ

イ ヌ ヨ モ ギ

ヒ ロハ ウ ラ ジ ロ ヨ モ ギ

Artemisia montana Pampanini

Aster Glehni Fr. Schmidt

エ ゾ ヨモ ギ

エ ゾ ゴ マナ

 Cacalia hastata Linnaeus subsp. orientalis Kitamura

form. intermedia Hara

Carpesium triste Maximowicz

ウ スゲ ヨブ ス マ ソ ウ

ミヤ マ ガ ン ク ビ ソ ウ

Cephalonoplos setosum Kitamura 

Cirsium  kamtschaticum Ledebour

Erigeron annuus Linnaeus

エ ゾノ キ ツ ネア ザ ミ

チ シ マア ザ ミ,エ ゾアザ ミ

ヒ メ ジ ヨ ウ オ ン

Erigeron canadensis Linnaeus ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ

Eupatorium  japonicum Thunberg ヒ ヨ ド リ バ ナ

 Eupatorium Lindleyanum A. P. de Candolle サ ワ ヒ ヨ ド リ

 Hieracium umbellatum Linnaeus subsp. umbellatum Zahn

var. japonicum Hara

Inula Kitamurana Tatewaki

Ixeris dentata Nakai ニガ ナ

var. albiflora Nakai

ヤ ナ ギ タ ン ポ ポ

カセ ン ソ ウ

シ ロバ ナニ ガナ

Lactuca  Raddeana Maximowicz

Lactuca squarrosa Miquel 

Leibnitzia Anandria Nakai

ヤ マ ニ ガ ナ

ア キ ノ ノ ゲ シ

セ ンボ ンヤ リ

Petasites japonicus Maximowicz subsp. giganteus Kitamura 

Picris hieracioides Linnaeus subsp. japonica HandelMazetti

Senecio cannabifolius Lessing

Solidago  japonica Kitamura

ハ ン ゴ ン ソ ウ

ア キ ノキ リン ソ ウ

Sonchus brachyotus A. P. de Candolle

Sonchus oleraceus Linnaeus 

Taraxacum  officinale Weber

ノ・チ ジ ヨ ウ ナ

ノゲ シ

セ イ ヨ ウ タ ンボ ボ

オ オ ブ キ,ア キ タブ キ

コウ ゾ リナ

MONOCOTYLEDONEAE

Typhaceae

Typha latifolia Linnaeus ガ マ

ガ マ科

 Alismataceae オモ ダ カ科

Alisma  canaliculatum A. Braun et Bouche

Bambusaceae

Sasa amphitricha Koidzumi

Sasa apoiensis Nakai

Sasa samaniana Nakai

輩子葉植物綱

ヘ ラオ モ ダ カ

タ ケ科

ア イ ヌ ミヤ コザ サ

エゾ ミヤ コザ サ

Agrostis  clavata Trinius

ア ボ イ ザ サ

Poaceae イ ネ科

ヤ マ ヌ カ ボ



Agrostis palustris Hudson コ ヌ カ グ サ

 Alobecurus aeoualis Sobol. var. amurensis Komarov

Beckmannia Syzigachne Fernald

Brachypodium sylvaticum Beauvois

Bromus remotiflorus Ohwi

Bromus yezoensis Ohwi

ス ズ メ ノ テ ツ ポ ウ

ミ ノ ゴ メ,カ ズ ノ コ グ サ

エ ゾヤ マ カ モ ジグ サ

キ ツ ネ ガ ヤ

ク シ ロチ ヤ ヒキ

Calamagrostis  epigeios Roth ヤ マ ア ワ

Calamagrostis Langsdorfii Trinius {ワ ノ ガ リ ヤ ス

Calamagrostis sachalinensis Fr. Schmidt

Dactylis glomerata Linnaeus

ヒ メ ノ ガ リ ヤ ス,オ ノ エ ガ リ ヤ ス

カ モ ガ ヤ,オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス

Diarrhena japonica Franchet et Savatier

 Digitaria adsendens Henry メ ヒ シ ノN'

Echinochloa Crus-galli Beauvois

Elymus dahuricus Turczaninow 

Festuca extremiorientalis Ohwi

Festuca  parvigluma Steudel

Glyceria leptolepis Ohwi 

Melica nutans Linnaeus

イ ヌ ピ エ

タ ツ ノ ヒゲ

ハ マ ム ギ

オニ トボ シ ガ ラ,オ オ トボ シ ガ ラ

トボ シガ ラ

ヒ ロバ ノ ド ジ ヨ ウ ツ ナ ギ

コ メ ス ス キ

Millium  effusum Linnaeus イ ブキ ヌ カボ

Miscanthus sinensis Anderson form. decompositus Nakai

 Muehlenbergia japonica Steudel 

Phalaris arundinacea Linnaeus

Phleum pratense Linnaeus

ネズ ミガ ヤ

ク サ ヨ シ

才 オ ア ワ ガ エ リ,チ モ シ ー

Phragmites  communis Trinius

Poa annua Linnaeus

Poa Pratensis Linnaeus

Poa viridula Palibin

キ タ ヨ シ

ス ズ メ ノ ヵ タ ビ ラ

ナ ガバ グ サ

ア オ イチ ゴ ツ ナ ギ

Setaria autumnalis Ohwi ア キ ノ エ ノ コ ロ グ サ

Setaria pumila Roemer et Schultes

Setaria viridis Beauvois

キ ン エ ノ コ ロ

エ ノ コ ロ グ サ

Spodiopogon sibiricus Trinius 

Stipa  extremiorientalis Hara 

Trisetum sibiricum Ruprecht

オ ォァ ブ ラ ス スキ

ハ ネ ガ ヤ

チ シ マ カ ニ ツ リ

エ ゾ ス スキ

Carex accrescens Ohwi

Cyperaceae

ウ ス イ ロ ス ゲ

Carex canescens Liunaeus

Carex dispalata Boott

カ ヤ ツ リグ サ科

ハ クサ ンス ゲ

カサ ス ゲ

Carex hakonensis Franchet et Savatier

Carex  japonica Thunberg

Carex lanceolata Boott

Carex lasiolepis Franchet

ヒ ゴ ク サ

ヒ カ ゲ ス ゲ

ア ズ マ ス ゲ

 Carex longerostrata C. A. Meyer

Carex muricata Linnaeus

Carex pilosa Scopoli

コ ハ リ ス ゲ

マ ッ マ エ ス ゲ

キ タ ノ カ ワズ ス ゲ

ケ ス ゲ



 Carex puberula Boott コ ア オ ス ゲ

 Carex rhynchophysa C. A. Meyer

Carex siderosticta Hance

才オ カサ ス ゲ

タ ガ ネ ソ ウ

Cyperus orthostachyus Franchet et Savatier

Scirpus orientalis Ohwi

ウ シ ク グ

ク ロア ブ ラ が ヤ,ア ォ ア ブ ラガ ヤ

Araceae

Arisaema peninsulae Nakai

 Lemna minor Linnaeus

テ ン ナ ンシ ヨ ウ科

コ ウ ラ イ テ ン ナ ン シ ヨ ウ,エ ゾ テ ン ナ ン シ ヨ ウ

Lemnaceae

コ ウキ ク サ

ウ キ ク サ科

Commelinaceae

Commelina communis Linnaeus ツ ユ ク サ

Juncaceae

Juncus bufonius Linnaeus

Juncus decipiens Nakai

Juncus tenuis Willdenow

Luzula  capitata Nakai

ツ ユ クサ 科

トウ シ ン ソ ウ科

ヒ メ コ ウ ガ イ ゼ キ シ ヨ ウ

イ,ト ウ シ ン ソ ウ

ク サ イ

ス ズ メ ノ ヒ エ

Liliaceae ユ リ科

Allium  Victorialis Linnaeus subsp. platyphyllum Hulten

Asßaraj us schoberioides Kunth

Cardiocrinum Glehni Makino

Convallaria Keiskei Miquel

キ ジカ ク シ

オ ウ ウ バ ユ リ,エ ゾ ウ バ ユ リ

キ ミ カ ゲ ソ ウ,ス ズ ラ ン

Disporum  smilacinum A. Gray

var. ramosum Nakai

チ ゴユ リ

エ ダ ウチ チ ゴユ リ

Hemerocallis  Middendorffii Trautvetter et Meyer

Hosta rectifolia Nakai タ チ ギ ボ ウ シ

Lilium medeoloides A. Gray 

       var. kurilense Nakai

Lloydia triflora Baker

ク ル マ ユ リ

ボ ソ ノぐク ノレマ ユ リ

ホ ソバ ノア マ ナ

Majanthemum  bifolium F. W. Smith

ギ ヨ ウ ジ ヤ ニ ン ニ ク

エ ゾ カ ン ソ ウ

ヒ メ マ イ ズ ル ソ ウ,ケ マ イ ズ ル ソ ウ

Majanthemum dilatatum Nelson et Macbride

Polygonatum humile Fischer ヒ メ イ ズ イ

Polygonatum Maximowiczii Fr. Schmidt

Smilacina  japonica A. Gray ユ キ ザ サ

 Trillium kamtschaticum Pallas

マ イ ズ ル ソ ウ

オ オ ア マ ド コ ロ

オ オバ ナ エ ン レ イ ソウ

Trillium Tschonoskii Maximowicz 

Veratrum grandiflorum Loesner, f.

Iridaceae

Iris Nertchinskia Loddiges ア ヤ メ

ミヤ マ エ ン レ イ ソ ウ

バ イ ケ イ ソ ウ

ア ヤ メ科

Orchidaceae

Epipactis papillosa Franchet et Savatier

Gastrodia elata Blume

ラ ン科

エ ゾ ス ズ ラ ン

オ ニ ノ ヤ ガ ラ,ヌ ス ビ トノ ア を



Liparis Krameri Franchet et Savatier

 Liparis Makinoana Schlechter

ジ ガバ チ ソ ウ

スズ ム シ ソ ウ

Platanthera sachalinensis Fr. Schmidt オ オヤ マ サ ギ ソ ウ



THE PRIMARY SURVEY OF THE VEGETATION OF THE 

 HOKKAIDO EXPERIMENT FOREST. KYUSHU UNIVERSITY

Misao TATEWAKI 

  (Resume)

   The Hokkaido Experiment Forest of the Kyushu University is located 

in the western part of Province Tokachi and is situated on the hilly lands 

along the western side of the river Toshibetsu, a branch of the river 

Tokachi. The area is about 1000 ha and the highest point attains 460 m. 

The deciduous forest dominated by the broad-leafed trees is there well 

developed. The edaphic climax is represented by the Quercus crispula-Sasa

association. The primaeval forest can be hardly found at present, owing to 

the felling of trees, mountain fires and overgrazing.

  1. Forest physiognomy 

  A. Forests on the hills 

i. Forest of Quercus crispula

   The most essential forest in the area under consideration is that of 

Quercus crispula. Owing to overfelling at the end and after the 2nd Great 

War, the excellent conditions of the natural forest has been mostly destroyed. 

The plantcommunities having been influenced not only by the over-felling, 

but also by the mountain fires and grazing, are rather complex. 

   The edaphic climax is represented by Quercus crispulaSasaassociation. 

In the typical community, the tall oaks attaining a height of 20-24 m and 

50-65 cm breast-high diameter, are scattered. The undergrowth is dominated 

by Sasa apoiensis or Sasa amphitricha, of which the culms reach 60-80 cm 

high. Besides Sasa, there occur scattered Thalictrum Thunbergii, Angelica 

anomala, Carex sidecosticta, Polygonatum Maximowiczii, etc. in the herb

layer. 

   On the steep rocky slope of the oak forest, the shrubby layer is occupied 

by Rhododendron dauricum about 1.5-2 m high, and sometimes locally re

placed by Vaccinium Oldhami. The Quercus crispulaRhododendron dauricum

association shows a unique type from the phytosociological point of view. 

   If the Quercus crispulaSasaassociation is influenced by the fire, the 

Quercus crispulaLespedeza bicolorassociation appears occasionally. Lespedeza 

attains 1.5-4 m high. If the secondary forest occurs after the fire, repre

sentative trees are Populus jesoensis in our case, while Maackia amurensis



var.  Bergeri is sometimes locally abundant. Sasa is always dominant in the 

underlayer. 

   When the undergrowth of the oak forest is modified by the overgrazing, 

Sasa is replaced by Osmunda cinnamomea var. asiatica in the under layer 

and locally by Pteridium aquilinum on rather drier soils. 

                  ii. Forest of Quercus dentata 

   On flat places or gentle slopes of volcanic ash in the not-high land of 

Tokachi, forests of Quercus dentata are often found. But they are only 

locally found in the Experiment Forest, where the Quercus dentata-Sasa 

amphitrichaassociation occurs. 

   Besides the above mentioned, Betula Maximowiczii forms very locally 

the pure community. Betula dayurica represents the disjunctive distribu

tion in Hokkaido. This birch forest can not be found in the Experiment 

forest, but occurs in its vicinity. In Hokkaido, Fraxinus mandshurica forms 

the pure forest on the rich soil of the flat places on the ridges or very 

gentle slopes. It is found in a limited area on the margin of the Experi

ment Forest. 

                  B. Forest along the streams 

   Along the valleys, the kind of trees increases and there occur Populus 

Maximowiczii, Juglans Sieboldiana, Alnus tinctoria, Ulmus propinqua, Ulmus 

laciniata, Magnolia Kobus var. borealis, Magnolia obovata, Acer mono, Fraxinus 

mandshurica, etc. Ulmus propinqua or Cercidiphyllum japonicum grows 

abundantly very locally. Sometimes Ostrya japonica forms rather a society 

on an upper slope. Along the stream, a narrow belt of willow forest is 

developed. In such place, Salix sachalinensis and Salix Petsusu are common 

and accompanied with Salix Lackschewitziana. Along the river Toshibetsu, 

on the broader river-bed, Populus Maximowiczii and Toisusu Urbaniana are 

commonly found. 

               2. Analysis of the plant community 

   To get the general idea of the composition of the forest community, 

about 25 observation-plots are selected. Furthermore, the method of the 

belttransect was used to analyse the forest community for 15 plots of the 

following associations :— 

   Quercus crispula-Sasa amphitrichaassociations, Quercus crispulaLespedeza 

bicolor-Sasa apoiensisassociation, Quercus crispulaOsmunda cinnamomea var.



asiaticaassociation, Quercus crispulaRhododendron dauricumassociations, 

Populus jesoensis-Sasa  amphitrichaassociation, Populus jesoensis-Maackia 

amurensis var. Buergeri-Sasa amphitrichaassociation, Quercus dentata-Sasa 

amphitrichaassociation, Betula Maximowicziana-Carex siderstictaDryopteris 

crassirhizomaassociation, Ostrya japonica-Sasa apoiensisassociation, Juglans 

Sieboldii-Sasa amphitrichaassociation, and Ulmus japonica-Sasa amphitricha

associations.

                 3. List of the higher plants 

   The higher plants here  enumerated number 86 families, 267 genera and 

307 species.
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